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高
野
市
長
が
、
３
月
市
議
会
定
例
会
の
冒
頭

で
発
表
し
た
平
成
22
年
度
施
政
方
針
（
要
旨
）

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

は
じ
め
に

　

昨
年
12
月
に
大
幅
な
計
画
的
歳
出
削
減
と
、

佐
渡
の
強
み
を
活
か
し
た
産
業
振
興
を
目
指

す
成
長
力
強
化
戦
略
を
核
と
し
た
「
佐
渡
市

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
ま
ず
、

歳
出
の
削
減
は
、
人
件
費
や
物
件
費
の
削
減

な
ど
徹
底
し
た
行
政
改
革
を
進
め
ま
す
。

　

一
方
、
成
長
力
強
化
に
お
い
て
は
、
農
林

水
産
業
と
他
の
産
業
と
の
連
携
に
よ
り
、
豊

か
な
自
然
の
恵
み
を
活
か
し
た
産
業
お
こ
し

と
地
域
資
源
を
活
か
し
た
魅
力
あ
る
に
ぎ
わ

い
の
島
づ
く
り
の
た
め
の
観
光
等
交
流
人
口

の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
こ
れ
ら
を
支
え
る
基
盤
と
し

て
、
市
民
の
安
全
・
安
心
・
利
便
性
の
確
保

や
産
業
活
性
化
、
交
流
人
口
の
拡
大
等
の
た

め
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
取
り
組
み
ま

す
。
さ
ら
に
は
、
過
疎
化
や
少
子
・
高
齢
化

に
対
応
で
き
る
安
全
・
安
心
の
地
域
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
大
学
等
と
の
連
携
の

も
と
産
業
横
断
的
、
客
観
的
視
点
を
も
っ
た

人
材
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

　

離
島
の
優
位
性
を
最
大
限
に
活
か
し
、
将

来
ビ
ジ
ョ
ン
に
沿
っ
た
取
組
み
を
、
一
歩
一

歩
着
実
に
実
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
に
ぎ
わ

い
の
島
づ
く
り
の
実
現
を
目
指
し
て
全
力
を

尽
く
し
ま
す
。

【
１
】
農
林
水
産
業
の
振
興

（
１
）
経
営
の
安
定
化

　

「
朱
鷺
と
暮
ら
す
郷
づ
く
り
認
証
制
度
」

の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
成
功
に
よ
り
、
所
得
の
向

上
に
一
定
の
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
本
年
度
は
さ
ら
に
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進

め
、
再
生
産
可
能
な
環
境
負
荷
の
少
な
い
栽

培
の
定
着
の
た
め
、
佐
渡
版
所
得
補
償
制
度

を
創
設
し
経
営
の
安
定
を
図
り
ま
す
。

（
２
）
生
物
多
様
性
を
基
本
と
し
た
販
売
戦
略

　

豊
か
な
環
境
と
ト
キ
と
の
共
生
を
核
と
し

た
生
物
多
様
性
保
全
、
環
境
再
生
を
農
林
水

産
の
分
野
で
推
進
す
る
こ
と
で
、
農
林
水
産

物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
、
販
売
力
の
向

上
を
図
り
ま
す
。

　

本
年
10
月
に
、
名
古
屋
市
に
お
い
て
生
物

多
様
性
条
約
第
10
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ

10
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
そ
の
自
治
体
会
議

に
参
加
し
、
本
市
で
取
り
組
む
ト
キ
を
シ
ン

ボ
ル
と
し
た
文
化
お
よ
び
経
済
と
の
つ
な
が

り
も
含
め
た
生
態
系
再
生
の
取
組
み
を
全
国

に
情
報
発
信
を
し
、
佐
渡
産
品
の
販
売
拡
大

を
図
り
ま
す
。

　

首
都
圏
、
京
阪
神
等
の
大
都
市
を
中
心
に
、

佐
渡
産
品
の
知
名
度
ア
ッ
プ
と
新
た
な
販
路

の
拡
大
を
目
指
す
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
販
売
の
み
な
ら
ず
佐
渡
全
体
を
発
信

す
る
こ
と
に
よ
り
、
観
光
へ
の
波
及
を
視
野

に
入
れ
た
取
組
み
と
し
ま
す
。
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市
内
に
お
い
て
は
、
佐
渡
産
の
も
の
を
購

入
し
よ
う
と
す
る
市
民
へ
の
意
識
啓
発
が
重

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
産
地
消
を
含
め
た

佐
渡
産
の
農
林
水
産
物
を
使
っ
た
コ
ン
テ
ス

ト
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
市
民
意
識
の

醸
成
を
図
り
ま
す
。

　

学
校
給
食
で
の
地
場
産
食
材
と
し
て
「
米

飯
給
食
」
や
「
米
粉
パ
ン
給
食
」
を
実
施
し
、

佐
渡
産
米
の
利
用
拡
大
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

給
食
セ
ン
タ
ー
へ
の
野
菜
提
供
の
た
め
の
生

産
組
織
を
立
ち
上
げ
ま
す
。

　

一
方
、
佐
渡
を
訪
れ
る
観
光
客
に
、
新
鮮

で
お
い
し
い
地
場
産
品
を
提
供
し
、
消
費
拡

大
を
図
る
た
め
、
ホ
テ
ル
や
飲
食
店
で
の
地

産
地
消
や
、
ご
当
地
グ
ル
メ
の
提
供
に
向
け

た
取
組
み
を
進
め
ま
す
。

（
３
）
生
産
か
ら
販
売
ま
で
を
連
携
さ
せ
る

産
業
構
造
改
革

　

地
産
地
消
を
推
進
す
る
た
め
、
地
場
産
の

食
材
が
生
産
者
か
ら
消
費
者
へ
ス
ム
ー
ズ
に

供
給
で
き
る
販
売
網
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
生
産
・
加
工
・
販
売
を
連
携
さ
せ

る
取
組
み
と
し
て
、
六
次
産
業
化
を
推
進
し
、

販
売
力
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

（
４
）
更
な
る
環
境
イ
メ
ー
ジ
の
向
上

　

本
市
は
ト
キ
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
た
生
き
も

の
共
生
環
境
経
済
戦
略
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
更
な
る
エ
コ
ア
イ
ラ
ン
ド
推
進
を
目
指

し
、
太
陽
光
等
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

利
活
用
、
電
気
自
動
車
等
低
公
害
車
の
普
及

促
進
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
２
】
観
光
等
交
流
人
口
の
拡
大

（
１
）
お
も
て
な
し
の
向
上

　

佐
渡
は
、
歴
史
、
文
化
、
芸
能
、
自
然
が

豊
か
な
島
で
、
大
変
多
く
の
観
光
資
源
を
有

し
て
い
ま
す
。
全
国
の
人
に
佐
渡
を
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
今
後
は
「
佐
渡
観
光
・
文

化
検
定
」
の
更
な
る
充
実
を
図
り
、
市
民
全

体
で
の
知
識
の
習
得
に
よ
る
お
も
て
な
し
の

向
上
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
２
）
世
界
遺
産
登
録
の
推
進

　

佐
渡
金
銀
山
の
世
界
遺
産
登
録
に
は
、
構

成
資
産
の
国
文
化
財
指
定
が
前
提
条
件
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
関
連
す
る
文
化
財
の
調
査
・

研
究
を
進
め
、
指
定
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
世
界
遺
産
登
録
運
動
を
内
外
に
広

く
周
知
す
る
た
め
、
歴
史
的
・
文
化
的
な
価

値
と
魅
力
を
効
果
的
に
情
報
発
信
し
、
普
及
・

啓
発
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
３
）
観
光
資
源
の
整
理
と
活
用

　

近
年
、
佐
渡
は
、
杉
の
原
生
林
、
ト
キ
の

放
鳥
、
映
画
で
話
題
の
コ
ブ
ダ
イ
等
、
全
国

的
に
も
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
ト
キ
に
つ

い
て
は
「
ト
キ
と
の
共
生
ル
ー
ル
」
な
ど
の

普
及
啓
発
の
た
め
、
市
民
や
観
光
客
が
ト
キ

と
ふ
れ
あ
う
機
会
を
提
供
で
き
る
観
察
施
設

を
整
備
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
山
・
里
・
海
の
資
源
の
活
用
を
図

る
た
め
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ガ
イ
ド
の
養
成
や

ト
キ
ガ
イ
ド
の
活
用
、
施
設
整
備
等
の
受
入

れ
体
制
の
充
実
を
図
り
、
新
た
な
ツ
ア
ー
造

成
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

地
形
や
地
質
な
ど
自
然
遺
産
が
豊
か
な
島

で
あ
る
「
佐
渡
」
を
、
国
内
は
も
と
よ
り
広

く
世
界
に
紹
介
で
き
る
よ
う
、
ジ
オ
パ
ー
ク

と
し
て
国
際
認
定
を
受
け
る
た
め
の
準
備
を

進
め
ま
す
。

　

芸
能
や
産
業
な
ど
の
、
集
落
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
活
用
し
、
教
育
旅
行
や
グ
リ
ー
ン
ツ

ー
リ
ズ
ム
な
ど
の
誘
致
に
つ
な
げ
て
い
き
ま

す
。

　

佐
渡
に
は
、
多
く
の
観
光
資
源
が
あ
り
顧

客
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
観
光
資
源
全
般
の
体
系

化
に
よ
る
整
理
を
進
め
、
個
々
の
資
源
に
物

語
性
を
持
た
せ
、
よ
り
効
果
的
な
活
用
を
図

り
ま
す
。

主
な
事
業

佐
渡
版
所
得
補
償
補
償
制
度　

�

７
２
７
０
万
円

農
林
水
産
物
販
売
促
進
事
業　

�

２
１
０
０
万
円

生
物
多
様
性
条
約
締
約
国
会
議
関
係　

�

５
２
１
万
円

地
場
産
品
販
売
促
進
事
業　

�

２
３
２
６
万
円

学
校
給
食
事
業
・
生
産
組
織
化　

�

９
１
６
万
円

地
産
地
消
フ
ェ
ス
タ
事
業

�

２
９
０
万
円

販
売
網
整
備
事
業�

１
８
４
万
円

佐渡金山　道遊の割戸

杉の原生林
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（
４
）
交
流
人
口
の
拡
大

　

佐
渡
の
豊
富
な
自
然
や
歴
史
、
文
化
、
芸

能
は
、
学
生
の
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
期
待
で

き
ま
す
。
提
携
す
る
大
学
等
の
学
生
の
視
点

か
ら
佐
渡
の
魅
力
と
改
善
点
の
調
査
を
行
い
、

Ｐ
Ｒ
や
ツ
ア
ー
プ
ラ
ン
の
商
品
化
に
向
け
た

取
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
新
た
に
佐
渡
ト
キ
マ
ラ
ソ

ン
大
会
を
実
施
し
、
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
意
識

高
揚
と
交
流
人
口
の
増
加
を
目
指
し
ま
す
。

 

本
市
の
最
大
・
最
強
の
応
援
団
で
あ
る
首

都
圏
佐
渡
連
合
会
を
始
め
、
姉
妹
都
市
や
佐

渡
準
市
民
等
と
の
絆
を
強
化
し
、
情
報
交
換

を
定
期
的
・
継
続
的
に
実
施
す
る
こ
と
で
交

流
人
口
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
空
き
家
情
報
シ
ス
テ
ム
の
充
実
や
、

自
然
豊
か
な
佐
渡
で
の
農
林
水
産
業
等
の
島

暮
ら
し
体
験
、
地
元
住
民
と
の
交
流
会
等
を

実
施
し
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
等
の
定
住
人
口

の
拡
大
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

Ｉ
Ｔ
関
連
産
業
等
、
輸
送
コ
ス
ト
の
少
な

い
産
業
を
中
心
に
、
県
お
よ
び
佐
渡
市
東
京

事
務
所
と
連
携
し
、
引
き
続
き
企
業
誘
致
に

努
め
ま
す
。
特
に
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
就
業

の
人
材
育
成
研
修
を
実
施
し
、
企
業
立
地
に

つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

【
３
】
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備�

（
１
）
航
空
路
の
整
備

　

佐
渡
空
港
の
滑
走
路
２
千
メ
ー
ト
ル
化
は
、

災
害
時
の
物
資
・
人
員
輸
送
拠
点
の
備
え
と

し
て
、
ま
た
産
業
の
活
性
化
お
よ
び
交
流
人

口
の
拡
大
等
の
た
め
に
は
不
可
欠
で
す
。
地

権
者
の
方
々
か
ら
事
業
に
対
す
る
ご
理
解
を

い
た
だ
き
、
早
期
の
事
業
化
に
向
け
て
、
県

や
関
係
機
関
に
対
す
る
働
き
か
け
を
強
化
し

ま
す
。

　

佐
渡
―
羽
田
間
直
行
便
の
就
航
に
つ
い
て

は
、
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

佐
渡
―
新
潟
間
の
航
空
路
に
つ
い
て
は
、
運

航
会
社
を
確
保
し
、
早
期
の
再
開
を
目
指
し

ま
す
。

（
２
）
佐
渡
航
路
の
充
実

　

利
便
性
の
向
上
と
満
足
度
の
高
い
航
路
サ

ー
ビ
ス
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。
航
路
診
断

や
経
営
診
断
を
経
て
、
航
路
改
善
計
画
の
策

定
を
行
い
、
佐
渡
航
路
全
体
の
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

（
３
）
島
内
公
共
交
通
体
系
の
整
備

　

高
齢
者
や
学
生
な
ど
の
交
通
弱
者
に
や
さ

し
く
、
効
率
的
で
利
便
性
の
高
い
交
通
体
系

を
具
体
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
多
様
な
事
業
者
が
参
入
し
や
す
い

環
境
を
つ
く
り
、
持
続
可
能
な
交
通
体
系
の

構
築
を
目
指
し
ま
す
。

（
４
）
道
路
の
整
備

　

安
全
で
安
心
な
市
民
生
活
を
確
保
す
る
た

め
、
集
中
的
か
つ
効
率
的
に
市
道
整
備
を
進

め
ま
す
。
特
に
、
佐
渡
総
合
病
院
の
周
辺
道

路
整
備
を
県
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
促
進
し

ま
す
。

【
４
】
安
全
・
安
心
な
地
域
づ
く
り

（
１
）
地
域
力
の
向
上

　

地
元
職
員
が
中
心
と
な
っ
て
地
域
力
の
把

握
を
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
集
落
内
外
の
様
々
な
団

体
と
の
連
携
・
協
働
体
制
の
仕
組
み
を
つ
く

り
、
地
域
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

（
２
）
消
防
防
災
・
救
急
体
制
の
整
備

　

す
べ
て
の
地
域
に
お
い
て
自
主
防
災
組
織

の
結
成
を
図
る
と
と
も
に
、
育
成
・
支
援
を

し
て
地
域
防
災
力
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

主
な
事
業

佐
渡
検
定　
　
　
　
　
　
　

２
０
１
万
円

世
界
遺
産
文
化
財
指
定
事
業　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
億
６
９
５
万
円

世
界
遺
産
登
録
推
進
事
業　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
９
９
万
円

観
光
資
源
利
活
用
補
助　
　

３
０
０
万
円

佐
渡
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ツ
ア
ー
開
発
調
査
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
９
７
万
円

集
落
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
受
入
調
査　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
１
０
万
円

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
事
業　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
０
万
円

ト
キ
関
連
施
設
整
備
事
業　

　
　
　
　
　
　
　
　

２
億
３
１
９
８
万
円

大
学
生
に
よ
る
ツ
ア
ー
プ
ラ
ン　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
４
１
万
円

主
な
事
業

離
島
航
空
路
確
保
対
策
補
助
金　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
２
０
５
万
円

小
木
直
江
津
航
路
利
用
促
進
補
助　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
２
３
０
万
円
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ま
た
、
緊
急
時
の
情
報
伝
達
手
段
の
確
保

は
重
要
で
あ
り
、
市
民
の
意
向
調
査
を
実
施

し
、
既
存
の
ケ
ー
ブ
ル
回
線
を
活
用
し
た
シ

ス
テ
ム
の
選
定
を
行
い
ま
す
。

　

救
急
体
制
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
消
防

拠
点
に
救
急
救
命
士
を
配
置
で
き
る
よ
う
養

成
す
る
と
と
も
に
、
救
命
率
向
上
を
図
る
た

め
、
市
民
に
応
急
手
当
の
普
及
啓
発
を
進
め

ま
す
。

（
３
）
医
療
・
福
祉
・
介
護
体
制
の
整
備

　

佐
渡
医
療
圏
域
の
中
核
病
院
と
し
て
位
置

付
け
ら
れ
て
い
る
佐
渡
総
合
病
院
の
移
転
新

築
に
併
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
機
関
が
適
切

な
役
割
分
担
の
も
と
で
、
互
い
に
連
携
し
て

医
療
を
提
供
す
る
体
制
の
構
築
を
進
め
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
施
設
入
所
待

機
者
が
依
然
多
い
中
、
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
に
よ
り
介
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
る

と
と
も
に
、
介
護
予
防
・
介
護
支
援
を
重
点

的
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
民
間
事
業
者

の
支
援
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
密
着
型
介
護

老
人
福
祉
施
設
や
認
知
症
対
応
型
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
等
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

一
方
、
空
き
家
・
空
き
店
舗
等
を
改
修
し

て
、
地
域
で
助
け
合
い
、
支
え
合
い
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
の
一
環
と
し
て

「
地
域
の
茶
の
間
」
の
整
備
を
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
障
が
い
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

相
談
支
援
体
制
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
整
備
を
進
め
、
地
域
全

体
で
支
え
合
う
体
制
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

【
５
】
次
世
代
を
担
う
人
材
育
成

（
１
）
子
育
て
の
支
援

　

安
全
・
安
心
な
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
が

で
き
る
よ
う
に
、
妊
娠
に
関
し
て
の
相
談
、

妊
婦
健
康
診
査
の
公
費
負
担
や
妊
婦
歯
科
健

康
診
査
と
と
も
に
、
助
産
師
等
に
よ
る
母
子

訪
問
指
導
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
少
子
化
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
若

者
の
未
婚
化
・
晩
婚
化
へ
の
対
応
と
し
て
、

独
身
男
女
の
出
会
い
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

　

一
方
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
は
、
第

三
者
評
価
機
関
に
よ
る
評
価
を
受
け
、
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
向
上
を
図
り
、
利
用
者
か
ら
信

頼
さ
れ
る
保
育
園
を
目
指
し
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
少
子
化
が
進
む
中
、
保
育
園

を
適
正
規
模
に
す
る
た
め
、
計
画
に
沿
っ
た

統
合
を
進
め
る
と
と
も
に
、
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
た
め
保
育
園
の
民
営
化
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

児
童
の
放
課
後
対
策
と
し
て
、
子
ど
も
の

居
場
所
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
仕

事
と
子
育
て
の
両
立
を
支
援
し
ま
す
。

（
２
）
佐
渡
活
性
化
の
た
め
の
人
材
育
成

　

学
校
現
場
に
お
い
て
は
、
更
な
る
知
育
、

徳
育
、
体
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

郷
土
を
愛
し
、
夢
と
誇
り
を
持
つ
教
育
を

推
進
す
る
た
め
、
小
・
中
学
校
に
お
い
て
地

域
人
材
を
活
用
し
た
佐
渡
学
を
充
実
さ
せ
、

ト
キ
、
佐
渡
金
銀
山
、
伝
統
芸
能
な
ど
の
学

習
を
推
進
し
ま
す
。
特
に
、
佐
渡
お
け
さ
に

つ
い
て
は
、
児
童
・
生
徒
の
習
得
を
目
指
し

ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
職
場
体
験
を
通
し

て
本
市
の
産
業
や
職
業
お
よ
び
働
く
こ
と
の

意
義
を
学
び
、
将
来
、
本
市
の
活
性
化
に
貢

献
で
き
る
人
材
の
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

お　

わ　

り　

に

　

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
元
年
に
合
わ
せ
、
政
策
の

立
案
・
調
整
機
能
の
強
化
を
図
り
、
ビ
ジ
ョ

ン
策
定
に
連
動
し
て
見
直
し
た
総
合
計
画
、

行
政
改
革
大
綱
、
財
政
計
画
の
３
本
の
矢
と

と
も
に
、
し
っ
か
り
と
進
捗
管
理
を
行
い
ま

す
。

　

一
方
、
離
島
住
民
の
生
活
の
安
定
が
、
国

や
県
の
安
定
に
寄
与
す
る
と
い
う
点
を
ア
ピ

ー
ル
し
、
離
島
振
興
の
基
本
的
責
務
は
国
や

県
に
あ
る
こ
と
を
し
っ
か
り
主
張
し
て
い
き

ま
す
。

　

社
会
経
済
状
況
等
の
周
囲
の
風
を
読
み
な

が
ら
、
行
政
の
透
明
性
の
確
保
と
市
民
目
線

に
立
っ
た
行
政
運
営
を
強
力
に
推
し
進
め
ま

す
。 主

な
事
業

す
こ
や
か
な
妊
娠
・
出
産
事
業　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
５
１
６
万
円

出
会
い
サ
ポ
ー
ト
事
業　
　

１
１
５
万
円

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
創
設
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
１
０
万
円

総
合
学
習
支
援
事
業　
　

１
３
０
０
万
円

人
材
育
成
事
業　
　
　
　
　

２
０
０
万
円

主
な
事
業

集
落
支
援
モ
デ
ル
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
０
０
万
円

自
主
防
災
組
織
育
成
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
０
０
万
円

介
護
予
防
地
域
交
流
活
性
化
事
業　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
５
０
万
円

介
護
基
盤
整
備
事
業
補
助
金　

　
　
　
　
　
　
　
　

１
億
７
９
７
４
万
円

安
全
安
心
地
域
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
５
３
万
円

中学生による文弥人形の発表

自主防災訓練

応急手当講習
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◎市税の内訳

◆一般会計

＜歳入＞

＜歳出＞

その他
26億5,182万円

6.3%

使用料及び手数料
7億9,211万円

1.9％
諸収入

13億6,322万円
3.3%

県支出金
27億4,449万円

6.5%

国庫支出金
28億8,340万円

6.9%

市債
55億5,890万円

13.2%

市税
54億3,606万円

12.9%

地方交付税
206億円
49.0%

人件費
80億7,304万円

19.2%

貸付金
9億8,761万円

2.3%
扶助費

31億9,474万円
7.6%

補助費等
36億8,225万円

8.8%

繰出金
41億4,504万円

9.9%

投資的経費
75億1,026万円

17.9%

公債費
77億1,084万円

18.3%

その他
7億8,527万円

1.9%

物件費
59億4,095万円

14.1%

平成22年度  当初予算の概要をお知らせします

一 般 会 計 420億3千万円
予算のポイント

①　予算規模425億円以内（将来ビジョン「歳出・歳入改革」）とする財政再建の堅持に努
めました。

②　重点施策事業約７億円（将来ビジョン「成長力強化戦略」）の積極的予算措置と成長戦
略の実効性を確保しました。

③　長引く不況などを踏まえた島内経済の「下支え」としての市単独公共事業の規模を
確保しました。�          

　

平
成
22
年
度
の
当
初
予
算
は
、
一
般
会
計
で
４
２
０
億
３
千
万
円（
前
年
度
比
12
億
３
千
万
円
の
増
）、
特
別
会
計
を
あ
わ
せ
た
総
額
で
６
３
４
億
７
４
４
２
万
円

（
前
年
度
比
10
億
２
５
５
５
万
円
の
減
）と
な
り
ま
し
た
。
平
成
22
年
度
当
初
予
算
は
、
昨
年
12
月
に
策
定
し
た「
佐
渡
市
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
」の
実
現
に
向
け
て
第
一
歩

を
踏
み
出
す
予
算
と
し
て
、
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
で
掲
げ
た
「
歳
出
・
歳
入
改
革
」
と
「
成
長
力
強
化
戦
略
」
を
柱
に
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

その他には、地方譲与税（6億円）、地方
消費税交付金（6億円）、分担金及び負担
金（3億8,692万円）などがあります。

・地方交付税の「地域活性化・雇用等臨時

特例費」の創設などによる増

・小中学校の統廃合に伴う整備などによる

地方債の増

・景気の低迷などによる市税の減

・子ども手当の創設による国庫支出金の増

・市の貯金である財政調整基金の取り崩し

はしません

歳入の概要

その他には、積立金（3億1,775万円）、投
資及び出資金（2億4,516万円）などがあり
ます。

・職員の適正配置と効率的な組織改編によ

る人件費の減

・陸上競技場整備事業などの合併特例債事

業の増による投資的経費の増

・子ども手当の創設などによる扶助費の増

歳出の概要

市　民　税

21億4,411万円

固定資産税

27億136万円

軽自動車税

1億9,981万円

市たばこ税

3億1,106万円

入　湯　税

7,972万円
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　特別会計は、特定の事業を行う場合に一般会計と
区分して経理する会計で、国民健康保険特別会計な
ど15会計があります。

22年度末現在高見込

536億5,957万円

63億9,246万円

252億8,923万円

326万円

3億6,385万円

7億8,895万円

92億209万円

4億2,507万円

547億5,353万円

63億6,555万円

254億363万円

456万円

4億3,906万円

8億3,477万円

88億5,357万円

6億3,306万円

557億6,109万円

62億2,148万円

248億8,329万円

586万円

85億9,099万円

17億6,436万円

特別会計

　市債は、市が大きな事業を実施する時に借り入れるお金で、市の借金にあたります。

◆市債の状況

21年度予算22年度予算

収入

支出

収入

支出

収入

支出

収入

支出

収益的

資本的

収益的

資本的

区　　分

一　般　会　計

区　　分

水道事業

病院事業

増減額増減額21年度予算22年度予算

（単位：万円） （単位：万円）

△ 3,670

△ 1,375

19,062

△ 263

8,403

△ 2,988

△ 4,155

1,879

113,244

110,550

93,502

154,107

232,042

252,705

28,236

32,980

109,574

109,175

112,564

153,844

240,445

249,717

24,081

34,859

△ 5,850

△ 764

△ 3,520

27,710

△ 7,060

△ 86,430

3

7,540

360

1,940

△ 5

△ 69

△ 140

△ 66

△ 159,204

707,230

830

75,510

654,740

185,720

456,210

192

23,380

48,300

56,800

55

789

763

274

159,204

701,380

66

71,990

682,450

178,660

369,780

195

30,920

48,660

58,740

50

720

623

208

0.1

区　　分

国 民 健 康 保 険

老　人　保　健

後期高齢者医療

介　護　保　険

簡　易　水　道

下 　 水 　 道

土　地　取　得

ケーブルテレビ

歌　代　の　里

す こ や か 両 津

五 十 里 財 産 区

二 宮 財 産 区

新 畑 野 財 産 区

真 野 財 産 区

空港用地取得補償

20年度末現在高 21年度末現在高見込

公営企業
会　　計

◆公営企業会計
　公営企業会計は、民間企業と同じような経営をしている事
業で、水道事業会計、病院事業会計があります。

◆特別会計

簡　易　水　道

下 　 水 　 道

土　地　取　得

ケーブルテレビ

す こ や か 両 津

水　道　事　業

病　院　事　業

　市では、中長期の広い視野に立って市政運営を行うため、10年後の平成31年度を目標とする「佐渡市将来ビジョン」を昨
年12月に取りまとめました。�
　この将来ビジョンでは、今後、予算規模が縮小されることに伴い、市内の経済活動の低下が懸念されることから、経済成長
力の向上を図るために中長期的な投資戦略として「成長力強化戦略」を定めています。平成22年度は以下のような取組み
を行います。

～ 成長力強化戦略（将来ビジョン）に基づく取組み ～

○佐渡金銀山の世界遺産登録推進

○「トキふれあい施設」の整備など、トキ・原生林・コブ

　ダイ（３点セット）を中心とした誘客の仕組みづくり

佐渡の豊かな自然の恵みを活かした産業おこし 佐渡の魅力を活かしたにぎわいの島づくり

農林水産業の振興
○佐渡版所得補償制度の創設による経営安定化

○佐渡産品のブランド化・販売促進

○生産・流通・消費が連携した地産地消の仕組みづくり

交通インフラの整備
○災害時の「備え」としての佐渡空港

　の2000ｍ化推進

○航路の利便性向上と運賃の低廉化

○周辺地域と医療機関や中心街を結ぶ

　バスの実証実験

○限界集落など集落の「地域力向上」

　に向けた仕組みづくり

○医療・福祉・介護が連携した拠点

　づくり

次世代を担う人材育成
○安心して出産・子育てができる環

　境の仕組みづくり

○児童や生徒への「佐渡学」の充実

○佐渡の活性化に真に必要な人材育

　成の仕組みづくり

安全・安心な地域づくり

観光等交流人口の拡大
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会計課　　　　　℡63-5111
総務課　　　　　℡63-3111
総合政策課　　　℡63-3802
行政改革課　　　℡63-3111
島づくり推進課　℡63-3791
世界遺産推進課　℡63-5136
財務課　　　　　℡63-3114
　契約検査室　　℡63-5137
地域振興課　　　℡63-4152
　情報センター室　℡51-2030
交通政策課　　　℡63-3184
市民生活課　　　℡63-5112
　健康推進室　　℡63-3115
税務課　　　　　℡63-5110
　債権収納対策室　℡63-4679
環境対策課　　　℡63-3113
社会福祉課　　　℡63-5113
高齢福祉課　　　℡63-3790
農林水産課　　　℡63-3761
観光商工課　　　℡63-5116
建設課　　　　　℡63-5118
上下水道課　　　℡55-3115
監査委員事務局　℡63-3112
農業委員会事務局　℡63-5115
教育委員会
学校教育課　　　℡23-4898
社会教育課　　　℡27-4170
北教育事務所　　℡74-2332
西教育事務所　　℡57-8131
　金井出張所　　℡63-4151
東教育事務所　　℡66-3889
　新穂出張所　　℡22-2075
　真野出張所　　℡55-2179
南教育事務所　　℡88-2230
　小木出張所　　℡86-3191
　赤泊出張所　　℡87-3141
支　所　
両津支所　　　　℡27-2111
相川支所　　　　℡74-3111
羽茂支所　　　　℡88-3111
行政サービスセンター
佐和田行政サービスセンター
　　　　　　　　℡57-2111
新穂行政サービスセンター
　　　　　　　　℡22-3111
畑野行政サービスセンター
　　　　　　　　℡66-3111
真野行政サービスセンター
　　　　　　　　℡55-3111
小木行政サービスセンター
　　　　　　　　℡86-3111
赤泊行政サービスセンター
　　　　　　　　℡87-3111
病　院
両津病院　　　　℡23-5111
相川病院　　　　℡74-3121
消防署
消防本部（中央消防署） ℡51-0119
両津消防署　　　℡27-3555
　海府分遣所　　℡26-2511
相川消防署　　　℡74-3124
　高千出張所　　℡78-2045
南佐渡消防署　　℡88-3119
　前浜分遣所　　℡81-2550

お問い合わせ
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部
長　
　
 
 
 
 
 
 

田
畑 

孝
雄

　
　

建
設
課
道
路
公
園
管
理
室
維
持
係
主
任
自
動
車
運
転
手

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

清
光 
 

隆

　
　

建
設
課
道
路
公
園
管
理
室
維
持
係
自
動
車
運
転
手 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
原 
 

満

　
　

建
設
課
道
路
公
園
管
理
室
維
持
係
自
動
車
運
転
手

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本
間 

重
雄

　
　

水
道
課
維
持
管
理
係
技
師　

大
平 
 

博

　
　

下
水
道
課
工
務
係
技
師 

相
田 

忠
明

　

監
査
委
員
事
務
局
長　
　
　

鹿
野 

義
廣

　

農
業
委
員
会
事
務
局
長　
　

伊
藤 

將
美

　

教
育
委
員
会

　
　

学
校
教
育
課
さ
わ
た
幼
稚
園
長 

北
見
三
栄
子

　
　

学
校
教
育
課
金
井
吉
井
小
学
校
庁
務
員　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

末
武 

政
春

　
　

学
校
教
育
課
真
野
小
学
校
庁
務
員　

伊
澤
美
惠
子

　
　

学
校
教
育
課
相
川
中
学
校
調
理
員　

梶
井
美
千
枝

　
　

学
校
教
育
課
小
木
中
学
校
調
理
員　

石
渕 

廣
子

　
　

生
涯
学
習
課
長 
 
 
 

高
藤
一
郎
平

　
　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
政
策
主
幹　

岡
固 

正
幸

　
　

生
涯
学
習
課
佐
渡
ス
ポ
ー
ツ
ハ
ウ
ス
施
設
長

　
 
 
 
 
　
　
　
　
　
　
　

半
田　
　

充

　
　

西
教
育
事
務
所
事
務
局
長 

祝　
　

徹
夫

　
　

東
教
育
事
務
所
事
務
局
長 

本
間 

和
明

　

両
津
支
所

　
　

支
所
長　
　
　
　
　
 
 

中
川　

博
司

　
　

市
民
課
長 
 
 
 
 
 

夏
井 

洋
一

　
　

市
民
課
市
民
生
活
係
主
任　

川
本 

礼
子

　
　

建
設
課
長 
 
 
 
 
 

織
田 
 

均

　

新
穂
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　

セ
ン
タ
ー
長 
 
 
 
 

雑
賀 

隆
夫

　

畑
野
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　

市
民
生
活
係
調
査
員 
 

間 
 

信
義

　

真
野
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　

セ
ン
タ
ー
長 
　
 
 
 

若
林 

俊
昭

　

消
防

　
　

消
防
長　
　
　
　
　
　
　

加
藤 

貴
一

　
　

相
川
消
防
署
長　
　
　
　

山
本 

一
夫

■
新
採
用

■
退
職
者
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佐渡市誕生の記念日である３月１日に、佐渡市名誉市民称号授与式
と平成21年度佐渡市ほう賞授与式を、アミューズメント佐渡で行いました。
佐渡市で初めての名誉市民として、社会文化の興隆に大きく貢献した３名の方が
称号を授与されました。また、７名と１団体が平成21年度の市ほう賞を授与されました。

　

名 

誉 

市 

民

　
　
　
　
　
　
　
　

浅
島　

誠
さ
ん

　

昭
和
19
年(

１
９
４
４
年)

生
。
理
学
博
士
。

東
京
大
学
前
副
学
長
、
現
特
認
教
授
。
佐

渡
市
千
種
出
身
。
平
成
20
年
、
文
化
功
労

者
に
選
出
。

伊
藤　

窯
一（
五
代 

伊
藤
赤
水
）さ
ん

　

昭
和
16
年(

１
９
４
１
年)

生
。
陶
芸
家
。

佐
渡
市
相
川
一
町
目
在
住
。
平
成
15
年
、

重
要
無
形
文
化
財
「
無
名
異
焼
」
保
持
者

(
人
間
国
宝)

に
認
定
。

(

故)

三
浦　

小
平
二
さ
ん

　

昭
和
８
年(
１
９
３
３
年)

生
。
平
成
18
年

(

２
０
０
６
年)
逝
去
。
陶
芸
家
。
佐
渡
市

相
川
羽
田
町
出
身
。
平
成
９
年
、
重
要
無

形
文
化
財
「
青
磁
」
保
持
者(

人
間
国
宝)

に
認
定
。
（
式
典
に
は
竹
子
夫
人
が
出
席
）

　　

社
会
福
祉
功
労

川
上　

明
男
さ
ん
（
新
穂
）

　

保
護
司
（
保
護
司
歴
33
年
）

　

社
会
福
祉
功
労

木
村　

克
弘
さ
ん
（
相
川
）

　

保
護
司
（
保
護
司
歴
27
年
）

　

保
健
衛
生
功
労

阿
曽　

義
明
さ
ん
（
畑
野
）

　

学
校
医
（
学
校
医
歴
47
年
）

　

教
育
体
育
推
進

佐
藤　

利
夫
さ
ん
（
相
川
）

　

旧
相
川
町
の
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
な

ど
を
長
く
務
め
、
郷
土
の
歴
史
・
文
化
の

保
存
・
振
興
に
尽
力
。

　

社
会
体
育
推
進

矢
島　

才
さ
ん
（
佐
和
田
）

　

第
64
回
国
民
体
育
大
会
空
手
道
（
成
年
男

子
）
組
手
の
部
で
個
人
優
勝
。

　

善　

行

内
海
府
中
学
校
（
両
津
）

　

長
年
に
わ
た
り
海
岸
清
掃
や
実
習
林
の
育

林
作
業
、
カ
ン
ゾ
ウ
の
定
植
活
動
な
ど
、

環
境
美
化
活
動
に
取
り
組
み
、
地
域
環
境

美
化
功
労
者
表
彰
な
ど
多
く
の
賞
を
受
賞
。

　

ト
キ
保
護

佐
藤　

春
雄
さ
ん
（
両
津
）

　

戦
後
ま
も
な
く
か
ら
ト
キ
の
観
察
・
研
究

を
始
め
、
ト
キ
保
護
の
先
駆
け
と
し
て
精

力
的
に
活
動
を
続
け
、
今
日
の
ト
キ
野
生

復
帰
の
礎
を
築
く
。

　

ト
キ
保
護

(

故)

近
辻　

宏
帰
さ
ん
（
新
穂
）

　

新
潟
県
ト
キ
保
護
セ
ン
タ
ー
開
設
以
来
、

退
職
に
至
る
ま
で
ひ
と
筋
に
ト
キ
の
飼
育
、

増
殖
に
一
身
を
捧
げ
、
ト
キ
博
士
と
し
て

活
躍
。
平
成
21
年
５
月
に
66
歳
の
若
さ
で

急
逝
。
（
式
典
に
は
道
子
夫
人
が
出
席
）

名誉市民称号授与式に出席された方々
（左から）浅島さん、伊藤さん、
故三浦小平二さんの妻・竹子さん

ほう賞授与式に出席された方々
（後列左から）内海府中学校（生徒代表：濱西さん・
濱田さん・三村校長先生）、矢島さん

（前列左から）川上さん、木村さん、佐藤さん、
故近辻宏帰さんの妻・道子さん

平
成
21
年
度
佐
渡
市
ほ
う
賞

佐渡市名誉市民称号授与式

佐渡市ほう賞授与式
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本
市
の
目
指
す
べ
き
将
来
像
や
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
な
ど
、
市
政
運
営
の
基

本
と
な
る
佐
渡
市
総
合
計
画
の
後
期
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

総
合
計
画
は
、
平
成
17
年
度
に
策
定
し
、
「
豊
か
な
自
然　

薫
り
高
い
文
化　

活
気
あ
ふ
れ
る
新
し
い
島
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
と
し
、
佐
渡
市
の
新
た
な
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
前
期
基
本
計
画
の
計
画
期
間
が
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
見
直
し
を

行
い
向
こ
う
５
年
間
の
後
期
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

策
定
に
当
た
っ
て
は
、
民
間
諸

団
体
や
市
民
で
構
成
す
る
総
合
計

画
審
議
会
に
諮
問
し
、
検
討
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
や
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

実
施
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意

見
を
聞
い
て
計
画
に
反
映
し
ま
し
た
。

　

後
期
基
本
計
画
と
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
に
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見

に
対
す
る
市
の
考
え
方
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
と
市
役
所
総
合
政
策
課
、

各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、

中
央
図
書
館
、
各
教
育
事
務
所
・

出
張
所
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

　市では次世代を担う子どもたちの健やかな成長

を願い、「子どもが元気な佐渡が島（たからじま）」を

基本理念に、子育て支援事業を推進してきました。

　平成17年から5年間の前期計画を策定し、各種

事業を推進してきましたが、このたび、子育て家

庭のニーズや市民の皆さんの意見をいただきなが

ら前期計画の評価、見直しを行い、向こう5年間

の後期計画を策定しました。

　主な内容としては、すべての子どもが健やかに

育つ、親が親として育つ、地域で子育てを支援す

る、サービスの充実を図るなどを基本目標として、

佐渡市の子育てを支援して

いくこととしています。

　詳しくは、市ホームペー

ジで公表するほか、市役所、

図書館などで公表する予定

です。

会社やお店の宣伝に
ぜひご利用ください
掲載料は・・・？

お申し込み・お問い合わせ
　市役所総務課広報広聴係
　☎63-3111　
お気軽にお電話ください！

市報さどの場合 １回につき

　・60mm×  57mmの枠・・・�10,000円

　・60mm×  87mmの枠・・・�15,000円

　・60mm×176mmの枠・・・�30,000円

市ホームページの場合 １か月につき

　・トップページ　　１枠・・・�10,000円

　・その他のページ　１枠・・・� 5,000円

市報さど・市ホームページに
広告を掲載しませんか！

佐
渡
市
総
合
計
画

　

「
後
期
基
本
計
画
」
を
策
定

お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
総
合
政
策
課
（
政
策
推
進
係
）
☎
63
―

３
８
０
２

後期基本計画案の答申の様子。
（右から加藤幹夫会長、橋本美子副会長、　野市長）

「佐渡市次世代育成支援
後期行動計画」
を策定しました

お問い合わせ

市役所社会福祉課子育て支援室

☎63－5113

パブリックコメントへのご意見ありがとうございました

広告枠
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単
身
世
帯

２
人
暮
ら
し

平成22・23年度の保険料率は、
これまでと変わりません。
平成22・23年度の保険料は、
「均等割額」が１人当たり3万5300円、
「所得割率」が7.15％となり、
これまでの保険料率を据え置きます。

3530円

5295円

2万8240円

5295円

5295円

2万8240円

2万8240円

3万5300円

3万5300円

（9 割軽減）

（8.5 割軽減）

（2 割軽減）

（8.5 割軽減）

（8.5 割軽減）

（2 割軽減）

（2 割軽減）

夫：公的年金収入250万円
妻：公的年金収入200万円

夫：公的年金収入200万円
妻：公的年金収入100万円

夫：公的年金収入150万円
妻：収入なし

公的年金収入 80万円の場合

公的年金収入150万円の場合

公的年金収入200万円の場合

均等割額 所得割額

0円

0円

1万6802円

0円

0円

1万6802円

0円

6万9355円

3万3605円

（5 割軽減）

（5 割軽減）

保険料
（年額）

均等割額
１人当たり3万5300円

所得割額
（前年中の総所得金額等 － 基礎控除額33万円）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　× 所得割率7.15％

(約300円)

(約400円)

(約3800円)

(約400円)

(約400円)

(約3800円)

(約2400円)

(約8700円)

(約5700円)

3500円

5200円

4万5000円

5200円

5200円

4万5000円

2万8200円

10万4600円

6万8900円

前年中の収入状況 年額保険料（１か月あたり）

（遺族年金や障害年金などの非課税年金は、保険料賦課の対象にはなりません）

◆ 保険料のめやす

■普通徴収（納付書払い・口座振替）の方

　7月～翌年3月の9回で納めていただきます。

　保険料額は7月中旬に個人宛にお知らせします。

■前年度より継続して特別徴収（保険料の年金天引き）の方

　年金支給日に保険料を天引きします。

　仮徴収期間（4、6、8月）の天引き額は前年度6期と同額です。

　本徴収期間（10、12、翌年2月）の天引き額は9月初旬までにお知らせします。

■今年度から特別徴収となる方

　特別徴収が開始となる月以降の年金支給日に保険料を天引きします。

　特別徴収が開始される際には「特別徴収開始通知書」をお送りしお知らせします。

平成22年度の保険料（4月～翌年3月の12か月分）については、下記の
３とおりの納付方法で納めていただきます。

◆ 保険料の計算方法

後期高齢者医療制度
のお知らせ

お問い合わせ

新潟県後期高齢者医療広域連合

☎025－285－3221

市役所税務課（市民税係）

☎63－5110
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昨
年
、
介
護
保
険
料
の
見
直
し
が
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
平
成
21
年
度
〜
23
年
度
ま
で
の

３
年
間
は
、
介
護
報
酬
改
定
の
影
響
を
抑
制

す
る
た
め
の
特
別
対
策
の
実
施
に
よ
り
、
保

険
料
は
毎
年
変
更
と
な
り
ま
す
。

　

改
定
２
年
目
の
今
年
度
は
、
特
例
交
付
金

に
よ
る
軽
減
割
合
が
半
額
と
な
る
た
め
、
保

険
料
額
は
上
昇
と
な
り
ま
す
。

　

国
の
特
例
交
付
金
に
よ
る
軽
減

　

平
成
21
年
４
月
か
ら
介
護
に
従
事
す
る
人

の
処
遇
を
改
善
す
る
た
め
に
、
介
護
報
酬
が

改
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
改
定
に
よ
り
介
護

保
険
料
も
上
昇
し
ま
す
が
、
国
の
特
例
交
付

金
に
よ
り
保
険
料
が
軽
減
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

佐
渡
市
で
は
平
成
21
、
22
年
度
の
介
護
保

険
料
の
上
昇
分
の
う
ち
、
介
護
報
酬
改
定
に

よ
る
増
額
分
は
国
の
特
例
交
付
金
に
よ
り
軽

減
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
は
増
額
分
の
全
額
が
軽
減
さ

れ
ま
し
た
が
、
軽
減
は
３
年
間
で
段
階
的
に

廃
止
さ
れ
る
た
め
、
今
年
度
は
昨
年
度
の
半

額
の
軽
減
と
な
り
ま
す
。

　

年
度
当
初
は
仮
の
保
険
料
で
す

　

年
度
当
初
は
、
保
険
料
の
算
定
基
礎
と
な

る
前
年
の
合
計
所
得
等
が
確
定
し
て
い
な
い

た
め
、
仮
の
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

○
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）

４
、
６
、
８
月
は
、
平
成
21
年
度
６
期
分

と
同
じ
額
と
な
り
ま
す
が
、
仮
徴
収
期
（
４
、

６
、
８
月
）
の
額
が
大
き
く
増
減
す
る
と

予
想
さ
れ
る
方
は
、
６
、
８
月
の
額
が
変

更
さ
れ
ま
す
。

○
普
通
徴
収
（
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
に

よ
る
納
付
）

４
、
６
月
の
保
険
料
額
は
、
平
成
21
年
度

の
保
険
料
段
階
に
基
づ
き
、
保
険
料
年
額

相
当
の
概
ね
６
分
の
１
ず
つ
の
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

保
険
料
の
正
式
決
定
は
８
月

　

保
険
料
の
決
定
は
市
民
税
が
確
定
す
る
６

月
を
待
っ
て
、
８
月
に
正
式
決
定
し
ま
す
。

　

保
険
料
の
確
定
後
、
普
通
徴
収
の
方
は
８

月
以
降
の
納
期
で
、
特
別
徴
収
の
方
は
10
月

以
降
の
納
期
で
差
額
を
調
整
し
、
個
人
あ
て

に
通
知
さ
れ
ま
す
。

はい

はい

はい

はい
はい

はい

はい いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

生活保護を受給している 

老齢福祉年金を受給している 

市民税を
納めている 

同じ世帯に
市民税を納
めている人
がいる 

前年の合計所得
金額が200万円
以上

前年の課税年金
収入額＋合計所
得金額が80万円
以上 

前年の課税年金
収入額＋合計所
得金額が80万円
以上 

いいえ

保険料
段階

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階
（１） 

第４段階
（２）

 
第５段階

第６段階

年間保険料額
（割合） 対象者  

2万4800円
（基準額×0.50）

・生活保護受給者
・市民税非課税世帯で、老齢福
　祉年金受給者 

市民税非課税世帯で、前年の課
税年金収入額と合計所得金額の
合計が80万円以下の方 

市民税非課税世帯で、第１段階
および第２段階に該当しない方

市民税課税世帯（本人は市民税
非課税）の方で、第４段階（１）
に該当しない方 

市民税が課税の方で、前年の合
計所得金額が200万円未満の方 

市民税が課税の方で、前年の合
計所得金額が200万円以上の方 

市民税課税世帯（本人は市民税
非課税）の方で、前年の課税年
金収入額と合計所得金額の合計
が80万円以下の方 

2万4800円
（基準額×0.50）

3万7200円
（基準額×0.75）

4万6200円
（基準額×0.93）

4万9700円
（基準額）

6万2100円
（基準額×1.25）

7万4500円
（基準額×1.50）

※介護報酬改定の影響を抑制するため、特別対策の実施により保険料

　は毎年変更になります。 

【保険料段階の判定は次のとおりです】 

平成22年度

介護保険料の
お知らせ

お問い合わせ

市役所税務課　☎63-5110

13



   就職、退職、転職、結婚等により国民年金の加入種別が変更する場合、そのつど
届出が必要となりますので、お忘れなく手続きをお願いします。
　日本国内に住所がある、20歳以上60歳未満の方は国民年金に加入し保険料を納めます。
ただし60歳未満の老齢(退職)年金受給者の方は任意加入になります。 

第1号被保険者  自営業・自由業・農林漁業・学生・無職等で20歳以上60歳未満の方
第2号被保険者  厚生年金や共済組合に加入している会社員や公務員などの方
第3号被保険者  会社員や公務員に扶養されている配偶者で20歳以上60歳未満の方 

種 

別

こ ん な と き

新潟西年金事務所による 平成22年度定例社会保険事務相談所の開設日

※ 手続きには、年金手帳のほかに添付書類が必要な場合があります。届出先にご確認ください。

 年金に関するお問い合わせ  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

21日 19日 16日 21日 18日 15日 20日 17日 15日 19日 16日 16日

22日 20日 17日 22日 19日 16日 21日 18日 16日 20日 17日 17日

※毎月第３水曜日と翌日の木曜日に開設します

佐渡中央会館 　☎57-2711
午後1時30分～3時30分

両津地区公民館 ☎27-4181
午前9時～11時30分

小木町商工会　 ☎86-2216
午前8時50分～11時

20歳になったとき
（厚生年金・共済組合の加入者を除く）

会社や役所に就職したとき

配偶者の扶養になったとき（婚姻等）
（配偶者が第２号被保険者の場合）

保険料を納めるのが困難なとき

学生で保険料を納めるのが困難なとき

60歳以上等任意加入するとき

任意で付加保険料を納めたいとき

氏名・住所が変わったとき

年金手帳をなくしたとき

会社や役所などを退職したとき

会社を退職し、配偶者の扶養になるとき
（配偶者が第２号被保険者の場合）

氏名・住所が変わったとき

年金手帳をなくしたとき

20歳になった時

配偶者が会社や役所などを退職したとき

会社や役所に就職したとき

第3号被保険者が配偶者の扶養から
はずれたとき（離婚・収入増等）

氏名・住所が変わったとき

年金手帳をなくしたとき

第１号

第1号⇒第2号

第1号⇒第3号

第1号

第1号

第1号

第1号

第1号

第1号

第2号⇒第1号

第2号⇒第3号

第2号

第2号

第3号

第3号⇒第1号

第3号⇒第2号

第3号⇒第1号

第3号

第3号

市役所市民生活課 国民年金担当

勤務する事業所

配偶者の勤務する事業所

市役所市民生活課 国民年金担当

市役所市民生活課 国民年金担当

市役所市民生活課 国民年金担当

市役所市民生活課 国民年金担当

市役所市民生活課 国民年金担当

市役所市民生活課 国民年金担当

市役所市民生活課 国民年金担当

配偶者の勤務する事業所

勤務する事業所

勤務する事業所

配偶者の勤務する事業所

市役所市民生活課 国民年金担当

勤務する事業所

市役所市民生活課 国民年金担当

配偶者の勤務する事業所

年金事務所

種 別 届 出 先

第
１
号
被
保
険
者

第
２
号
被
保
険
者

第
３
号
被
保
険
者

予約・お問い合わせ　　日本年金機構 新潟西年金事務所 お客様相談室 ☎025-225-3008
電話で「年金相談の予約をしたい」と申し込んでいただき、会場、名前・基礎年金番号・電話番号・相談の内容をお

伝えください。予約なしでの相談も可能ですが、当日会場受付は予約の方が優先となりますのでご了承ください。当

日会場受付は、佐渡中央会館は午後3時まで、両津地区公民館と小木町商工会は午前10時までとなります。

○ねんきんダイヤル
　☎0570-05-1165

○日本年金機構 新潟西年金事務所
　お客様相談室　☎025-225-3008
　国 民 年 金 課　☎025-225-3012

○市役所市民生活課（年金係）
　☎63-5112
　または各支所・行政サービスセンター

月
会場・時間

こ
ん
な
と
き
に
は
、
国
民
年
金
の
届
出
を
！

こ
ん
な
と
き
に
は
、
国
民
年
金
の
届
出
を
！

こ
ん
な
と
き
に
は
、
国
民
年
金
の
届
出
を
！
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【持参するもの】
・注射手数料 3,100円
・押印した案内はがき
　（はがきは、後日飼い主

の方へ郵送します）

※新規登録の方は、注射手数料3,100円と、別途登録手数料3,000円が必要です。

※住所地以外でも受付けできますので、ご都合のよい注射会場でお受けください。

※今回の集合注射が受けられなかった場合は、案内はがきをご持参のうえ、最寄り

の動物病院で注射をお受けください。（その際には前述の注射料金と異なります）

※愛犬が死亡した場合や他人に譲った場合など登録事項に変更があるときは、環境

対策課環境対策係、各支所市民課または各行政サービスセンターまで必ず届け出

てください。

飼い主の皆さん
狂犬病の予防注射を
　　　　忘れずに！

お問い合わせ　市役所環境対策課（環境対策係）☎63-3113

市では次の日程で狂犬病予防注射
（集合注射）を行います。

狂犬病予防注射は年１回の接種が義務付けられていますので忘れずに行いましょう。

下横山集会所
秋津地域文化伝承館
ふれあい両津農村婦人の家
原黒公民館
住吉公民館
吾潟ふれあいセンター
おんでこドーム
旧北鵜島小学校
藻浦公民館
旧海府出張所
旧北小浦分校
黒姫漁港
歌見 熊野神社
浦川郵便局
平松 熊野神社
和木公会堂
旧白瀬小学校
椿 荒崎神社
上梅津公民館
両津総合体育館駐車場
岩首バス待合所
両津デイサービスセンター いわゆり
ＪＡ赤玉店
東立島 小田原神社
月布施北バス停
片野尾漁港
水津漁業協同組合
津島荘
羽二生コミュニティセンター
両尾農家組合作業所
椎泊公民館
河崎公民館
外海府活性化センター
自然休養村管理センター
北川内活性化センター
北片辺民話の館
戸地サブセンター
北狄集落センター
姫津漁村センター
相川農村婦人の家
稲鯨漁村センター
旧大高小学校
相川体育館
佐和田漁民交流センター
窪田集落センター
昭和会館
松井誠記念会館
八幡郷中集落センター
佐和田体育館

  9:00～  9:20
  9:30～  9:45
  9:55～10:10
10:20～10:35
10:40～10:55
11:05～11:20
11:30～12:00
  9:50～10:00
10:15～10:25
10:35～10:45
10:55～11:05
11:15～11:25
11:35～11:45
11:55～12:05
12:55～13:00
13:10～13:20
13:30～13:45
13:55～14:15
14:25～14:45
14:55～15:30
  9:50～10:00
10:10～10:20
10:30～10:40
10:45～10:55
11:05～11:15
11:25～11:35
11:45～11:55
12:55～13:05
13:15～13:25
13:35～13:45
13:55～14:10
14:20～14:45
  9:20～  9:35
  9:45～10:00
10:10～10:20
10:30～10:45
10:55～11:05
11:15～11:25
11:35～11:55
13:10～13:20
13:30～13:50
14:00～14:20
14:40～15:20
  9:00～  9:40
  9:50～10:05
10:15～10:35
10:45～11:15
11:25～11:55
12:05～12:45

4/19
(月）

地区 月日 会　　場 時　間

4/20
(火）

4/21
(水）

4/22
(木）

4/26
(月）

両
津
地
区

相
川
地
区

佐
和
田
地
区

平清水会館
泉公民館
中興公会堂
貝塚活性化センター
ＪＡ佐渡倉庫(吉井育苗ｾﾝﾀｰ前)
市役所本庁
下新穂集落開発センター
下大野集落開発センター
旧潟上保育園
市役所新穂行政サービスセンター
宮川農協準低温倉庫
小倉集落センター
栗野江集落センター
畑野母子健康センター

松ヶ崎総合センター

倉谷ふれあいセンター
西部林業会館
笹川集落センター
豊田集落センター
金丸公民館
竹田集落センター
市役所真野行政サービスセンター
小比叡集落センター
江積集落センター
宿根木バス停留所
あゆす会館
小泊集落センター
上山田中組柿集荷場
大崎活性化センター
大橋選果場
市役所羽茂支所
莚場バス停留所
腰細城ヶ浜公園
徳和会館
川茂会館
新保会館
市役所赤泊行政サービスセンター

  9:10～  9:25
  9:35～  9:50
10:00～10:20
10:35～11:00
11:15～11:40
12:00～12:50
  9:30～  9:55
10:05～10:30
10:50～11:15
11:30～12:30
  9:40～10:00
10:15～10:30
10:45～11:05
11:20～12:20

  9:20～  9:30
 
  9:00～  9:20
  9:30～  9:45
10:05～10:15
10:35～11:05
11:20～11:40
12:40～13:00
13:15～14:00
  9:30～  9:50
10:15～10:25
10:45～11:15
11:35～12:25
  9:30～  9:45
10:00～10:15
10:35～10:50
11:15～11:45
11:55～12:25
  9:45～  9:55
10:05～10:15
10:25～10:45
10:55～11:15
11:35～11:55
12:05～12:25

5/7
（金）

4/30
（金）

地区 月日 会　　場 時　間

月日

日 曜 開 催

会　　場 時　間

4/27
（火）

5/11
（火）

4/28
（水）

4/23
（金）

5/10
（月）

5/11
（火）

真
野
地
区

小
木
地
区

羽
茂
地
区

畑
野
地
区

金
井
地
区

新
穂
地
区

赤
泊
地
区

5/23(日) 市役所本庁 10:00～13:00
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市
民
の
皆
さ
ん
の
自
主
的
・
自
発
的

な
地
域
づ
く
り
活
動
を
応
援
し
ま
す
！

　

市
で
は
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
を
実
現
す

る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
自
主
的
・
自
発

的
に
行
う
地
域
づ
く
り
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
事
業
の
２
次
募
集
を
行
い
ま

す
の
で
、
申
請
を
希
望
す
る
団
体
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
対
象

　

集
落
や
複
数
集
落
、
地
域
づ
く
り
グ
ル
ー

プ
対
象
事
業

　

教
育
文
化
・
保
健
福
祉
・
環
境
保
全
・
産

業
振
興
等
の
分
野
で
、
地
域
の
活
性
化
に

寄
与
す
る
事
業

※
地
域
住
民
が
自
ら
策
定
し
た
計
画
（
地
域

活
性
化
計
画
）
に
基
づ
い
た
事
業
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

補
助
金
額

○
地
域
活
性
化
計
画(

※)

に
基
づ
く
地
域

づ
く
り
事
業

　

補
助
金
額
は
、
対
象
経
費
の
10
分
の
７

以
内
で
補
助
限
度
額
１
０
０
万
円

・
た
だ
し
、
対
象
経
費
が
30
万
円
未
満
の

事
業
は
除
く
。

・
補
助
事
業
と
し
て
継
続
で
き
る
期
間
は

３
年
以
内
。

※
「
地
域
活
性
化
計
画
」
と
は
、
住
民
の

皆
さ
ん
が
描
く
地
域
全
体
の
将
来
像
と
、

そ
の
実
現
に
向
け
た
活
動
方
針
を
取
り

ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
補
助
金
以
外
の
助
成
事
業
と
重
複

し
て
交
付
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

応
募
締
切　

５
月
31
日（
月
）

　

募
集
期
間
中
は
、
書
類
の
書
き
方
や
補

助
制
度
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
担
当
係
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

小
木
直
江
津
航
路
と
両
津
航
路
の

　

運
賃
の
差
額
助
成

　

小
木
直
江
津
航
路
は
両
津
航
路
と
比
べ
、

運
航
距
離
が
長
く
運
賃
が
割
高
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
差
額
分
に
つ
い
て
佐
渡
市
が

助
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
両
津
航
路
と
同

額
の
運
賃
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
助
成
対
象
者

　

島
発
２
等
往
復
切
符
を
購
入
す
る
方
、

お
よ
び
島
発
乗
用
車
往
復
切
符
を
購
入

す
る
方
（
た
だ
し
６
ｍ
未
満
の
車
両
に

限
る
）

○
手
続
き

　

皆
さ
ん
が
購
入
す
る
切
符
の
金
額
は
、

す
で
に
助
成
分
が
控
除
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
役
所
へ
の
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

小
木
直
江
津
航
路
の
団
体
利
用
助
成

○
助
成
対
象
者

　

15
人
以
上
の
団
体
で
利
用
す
る
場
合
で
、

島
発
２
等
往
復
切
符
を
購
入
す
る
方

○
助
成
金
額

・
団
体
利
用
者
数
が
15
人
以
上
30
人
未
満
で

あ
る
場
合
・
・
・
島
発
２
等
往
復
切
符
の

50
％
以
内
を
助
成
し
ま
す
。
（
燃
油
価
格

変
動
調
整
金
は
除
く
）

・
団
体
利
用
者
数
が
30
人
以
上
で
あ
る
場
合
・・・

島
発
２
等
往
復
切
符
の
70
％
以
内
を
助
成

し
ま
す
。
（
燃
油
価
格
変
動
調
整
金
は
除

く
）

○
手
続
き

　
　

15
人
以
上
の
名
簿
を
持
参
の
う
え
、
佐

渡
汽
船
小
木
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
購
入
窓
口

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
（
券
売
機
で

の
購
入
は
、
助
成
分
が
控
除
さ
れ
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
）
。
市
役
所
へ
の

申
請
は
、
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

写真は泉区（金井）のチャレンジ事業
「やせうま作り講習会」の様子

平成22年度

佐渡おこし
チャレンジ事業

 2次募集
お問い合わせ

市役所地域振興課（地域振興係）

☎63-4152

小木直江津航路
利用促進事業を
行っています

お問い合わせ

市役所交通政策課　☎63-3184

助成期間
平成23年3月31日まで
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○コンポスト (4000円上限)
○ＥＭ処理器 (4000円上限)
○電動式 (３万円上限)

今年度も生ごみ処理機器の購入費の半額
を補助しています。

詳しくはお問い合わせください。

　　

市
で
は
、
生
ご
み
等
の
臭
い
対
策
と
し

て
腐
敗
臭
の
抑
制
に
効
果
的
な
容
器
の
利

用
促
進
を
図
り
、
ご
み
収
集
日
ま
で
の
保

管
を
容
易
に
す
る
容
器
を
有
料
で
提
供
し

ま
す
。

商
品
名

　

エ
コ
パ
ラ
ダ
イ
ス
ペ
ー
ル

容
量
・
形
状

　

10
リ
ッ
ト
ル
バ
ケ
ツ
（
嫌
な
臭
い
の
発

生
を
抑
え
る
溶
液
処
理
）

用　

途

　

台
所
か
ら
出
る
生
野
菜
や
果
物
等
の
生

ご
み
を
容
器
に
そ
の
ま
ま
入
れ
て
く
だ

さ
い
。

購
入
負
担
金

　

１
個　

５
０
０
円

申
し
込
み
方
法

　

市
役
所
環
境
対
策
課
ま
た
は
各
支
所
市

民
課
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
て

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

受
付
開
始

　

４
月
20
日
（
火
）
か
ら

お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
環
境
対
策
課

　

☎
63
―
３
１
１
３

　市内の2500世帯（抽出）を対象に実施しました「ごみの
分別・収集等に関する市民アンケート」の結果（抜粋）をお
知らせします。【回答数1354件】
※全てのアンケート結果については、市のホームページをご覧ください。

　http://www.city.sado.ni igata. jp/

燃えるごみの収集が週３回から週２回になった
ことで、ごみの減量・リサイクルのために取り
組んでいることがありますか

生ごみ処理機器購入費補助金の活用状況

７．その他 9件(0.2%) 

購入した方のうち
無回答 37件(3%) 

購入していない方のうち
無回答 8件（1%）

８．特に何もしていない 27件(1%) 

１．廃プラスチックを分別
してごみを減らしている
1,108件(25%)

２．レジ袋や余分な
包装を断るように
している

　933件(21%)

２．補助金を活用しない
で購入

　164件(12%) 

１．補助金を活用して購入
　112件(9%) 

４．補助制度がある
ことを知らない

　251件(19%)

３．今後、補助制度を
活用して購入したい

　169件(13%) 

３．生ごみ処理機器を購入
またはディスポーザーを
設置して生ごみを減らし
ている

　224件(5%) 

４．食材の買い過ぎを
せず、残り物は使い
きって生ごみを少な
くしている

　533件(12%)

５．特に購入する
予定はない

　573件(43%) 

５．容器ごみを減
らすために、詰
め替えの商品を
買っている

　689件(15%) 

６．新聞や雑誌、牛乳
パックなどは古紙回
収に出している

　935件(21%) 

　ごみの減量・リサイクルのための取組みとし

て、廃プラスチックや古紙の分別、レジ袋削減

の意識はかなり定着しているようです。

　しかし、他の取組みに比べ、生ごみを減らす

取組みは少なく、『生ごみ処理機器購入費補助

金の活用状況』では、補助金を活用しないで購

入したり、補助金があることを知らないと回答

した方の割合が30％

以上ありました。

　市では補助制度の周

知をするなど、さらな

る生ごみの減量と堆肥

化の推進を図っていき

たいと考えています。

ごみの分別・収集等に
関する市民アンケート
結果をお知らせします

お問い合わせ

市役所環境対策課　☎63-3113

生
ご
み
の

　
　

臭
い
対
策
に
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佐
渡
市
監
査
委
員
は
、
市
が
補
助
金
を
交

付
し
て
い
る
団
体
（
財
政
援
助
団
体
）
の
う

ち
、
次
の
２
団
体
に
つ
い
て
、
財
政
援
助
に

関
す
る
出
納
事
務
等
が
適
正
、
効
率
的
に
行

わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
監
査
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

平
成
22
年
３
月
２
日

佐
渡
市
監
査
委
員　

清
水　

一
次

佐
渡
市
監
査
委
員　

金
子　

克
己

１ 

監
査
の
対
象

　

平
成
20
年
度
に
市
が
交
付
し
た
補
助
金
に

関
す
る
出
納
そ
の
他
の
事
務

２ 

監
査
の
結
果

　

補
助
金
交
付
に
係
る
事
務
に
つ
い
て
は
、

お
お
む
ね
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
と
認
め

ら
れ
た
が
一
部
検
討
、
改
善
を
要
す
る
事
例

が
見
受
け
ら
れ
た
。

⑴ 

（
福
）佐
渡
市
社
会
福
祉
協
議
会

ア　

法
人
運
営
費
に
係
る
人
件
費
に
つ
い
て

は
、
介
護
保
険
事
業
や
受
託
事
業
な
ど
の

他
事
業
間
と
の
人
件
費
あ
ん
分
の
積
算
根

拠
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
な
い
。
積
算
根

拠
を
明
確
に
定
め
、
交
付
申
請
さ
れ
る
よ

う
検
討
さ
れ
た
い
。

イ　

地
域
福
祉
活
動
事
業
に
つ
い
て
は
、
合

併
以
前
の
地
区
社
協
が
行
っ
て
い
た
事
業

を
そ
の
ま
ま
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
も
の

が
多
い
が
、
行
政
が
実
施
し
て
い
る
福
祉

事
業
と
一
部
重
複
す
る
事
業
が
見
受
け
ら

れ
る
の
で
関
係
部
署
と
十
分
協
議
の
う
え
、

対
象
事
業
の
見
直
し
も
含
め
検
討
さ
れ
た

い
。

ウ　

行
政
か
ら
の
委
託
を
受
け
、
多
く
の
福

祉
事
業
を
担
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は

敬
意
を
表
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

な
お
、
介
護
保
険
事
業
等
の
収
益
的
事

業
部
門
の
拡
大
と
地
域
福
祉
事
業
と
の
兼

ね
合
い
を
十
分
検
討
さ
れ
る
と
と
も
に
、

社
会
福
祉
協
議
会
と
行
政
と
の
役
割
分
担

を
明
確
に
し
、
効
率
的
な
法
人
運
営
に
努

め
、
地
域
福
祉
活
動
の
推
進
に
努
力
さ
れ

る
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

⑵ 

（
社
）佐
渡
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

ア　

事
務
所
（
支
所
を
含
む
）
は
、
行
政
財

産
の
目
的
外
使
用
許
可
を
得
て
、
市
の
施

設
内
に
設
置
さ
れ
、
す
べ
て
の
事
務
所
で

佐
渡
市
行
政
財
産
目
的
外
使
用
条
例
第
３

条
に
規
定
す
る
使
用
料
は
減
免
、
同
第
４

条
の
光
熱
水
費
等
の
維
持
経
費
相
当
分
の

み
を
納
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
平
成
20
年
度
に
お
い
て
は
、

本
所
事
務
局
が
入
居
し
て
い
る
「
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
し
ゃ
く
な
げ
」
の
使
用
許
可

の
手
続
き
は
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

条
例
に
基
づ
き
適
正
に
事
務
処
理
さ
れ

た
い
。

イ　

補
助
金
交
付
申
請
の
事
務
処
理
に
お

い
て
、
起
案
文
書
に
よ
る
決
裁
が
な
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
一
部
収
入

伝
票
等
に
決
裁
印
漏
れ
が
見
受
け
ら
れ

た
。
適
正
に
事
務
処
理
さ
れ
た
い
。

ウ　

定
款
に
規
定
す
る
支
所
事
務
所
の
位

置
に
つ
い
て
、
一
部
現
状
と
一
致
し
な

い
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
定
款
で
は
評

議
員
会
を
置
く
と
な
っ
て
い
る
が
、
評

議
員
が
選
任
さ
れ
て
い
な
い
。
定
款
に

基
づ
く
適
正
な
運
営
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

平
成
21
年
分
申
告
所
得
税
、
個

人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ
び
地
方

消
費
税
の
振
替
日
は
次
の
と
お
り

で
す
。

◆
振
替
日

　

申
告
所
得
税

　
　

４
月
22
日
（
木
）

　

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

　
　

４
月
27
日
（
火
）

　

２
〜
３
日
前
に
は
、
預
貯
金
口
座
の

残
高
を
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

　

預
貯
金
不
足
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

預
貯
金
口
座
か
ら
引
き
落
と
し
で
き
な

い
と
、
法
定
納
期
限
の
翌
日
（
所
得
税

は
３
月
16
日
、
消
費
税
お
よ
び
地
方
消

費
税
は
４
月
１
日
）
か
ら
納
付
の
日
ま

で
の
延
滞
税
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
今
回
の
平
成
21
年
分
確
定
申

告
書
の
提
出
が
遅
れ
た
方
は
、
直
接
金

融
機
関
の
窓
口
で
の
納
税
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
（
期

限
後
の
申
告
お
よ
び
修
正
申
告
に
つ
い

て
は
、
振
替
納
税
は
で
き
ま
せ
ん
）。

監査対象補助金

団体名 補助金の名称 補助金額 

社会福祉法人
佐渡市社会
福祉協議会

①社会福祉協議会運営費助成金
②地域福祉活動助成金
③ボランティアセンター
　運営事業補助金
④すぱーく両津運営事業補助金 

180,900,000円
4,688,000円
1,000,000円

1,186,850円

社団法人
佐渡シルバー
人材センター

①佐渡シルバー人材センター
　運営事業補助金 

17,789,000円

お問い合わせ

佐渡市監査委員事務局

☎63－3112

平成21年度

財政援助団体
監査結果

お問い合わせ
佐渡税務署 管理運営・徴収部門

☎74－3276
（自動音声案内「２」を選択）

平成21年分
確定申告

振替納付日
のお知らせ
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〈
ト
キ
の
繁
殖
期
間
は
、観
察
を
控
え
ま
し
ょ
う
〉

平
成
21
年
度
、新
た
に
国
指
定
と
な
っ
た
文
化
財
を
紹
介
し
ま
す
。

　

佐
渡
ト
キ
保
護
セ
ン
タ
ー
で
飼
育
さ
れ
て

い
る
ト
キ
の
ペ
ア
か
ら
、
３
月
８
日
に
今
年

初
め
て
の
産
卵
が
あ
り
ま
し
た
。
産
卵
確
認

日
と
し
て
は
、
同
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
繁
殖

事
例
の
中
で
最
も
早
い
記
録
と
な
り
ま
し
た
。

　

野
生
の
ト
キ
も
、
３
月
か
ら
６
月
は
繁
殖

期
で
す
。
昨
年
は
ペ
ア
の
形
成
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
今
年
は
ペ
ア
形
成
の
様
子
が

う
か
が
わ
れ
、
繁
殖
の
成
功
に
期
待
が
持
て

ま
す
。

　

繁
殖
期
は
、
種
（
し
ゅ
）
に
と
っ
て
、
世

代
交
代
を
し
、
命
を
つ
な
ぐ
一
番
大
事
な
と

き
で
す
。
繁
殖
期
間
中
の
ト
キ
は
、
と
て
も

神
経
質
に
な
り
ま
す
。
人
が
巣
に
近
づ
い
た

り
し
て
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
と
、
巣
づ
く
り

や
子
育
て
を
や
め
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

ト
キ
は
卵
を
抱
い
た
り
ヒ
ナ
を
育
て
る
本

能
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
外
敵
が
来
れ
ば
恐

怖
に
負
け
て
逃
げ
ま
す
。
人
が
巣
に
近
づ
い

て
し
ま
う
と
、
親
の
ト
キ
が
巣
か
ら
去
っ
て

し
ま
い
、
そ
の
あ
い
だ
に
他
の
鳥
な
ど
が
巣

に
入
り
、
卵
や
ヒ
ナ
を
食
べ
た
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
カ
ラ
ス
や
猛
禽
類
な

ど
の
生
き
も
の
が
人
間
の
動
き
を
見
て
、
ト

キ
の
巣
を
見
つ
け
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

繁
殖
期
間
中
は
、
ト
キ
の
営
巣
場
所
付

近
へ
の
立
ち
入
り
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

繁
殖
が
成
功
す
れ
ば
、
ト
キ
の
親
子
が

元
気
に
佐
渡
の
空
を
羽
ば
た
く
姿
が
見
ら

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

佐
渡
金
山
遺
跡

吹
上
海
岸
石
切
場
跡

 

国
史
跡

ふ
き
あ
げ
か
い
が
ん
い
し
き
り
ば
あ
と

吹上海岸石切場跡

波打ち際に残る矢穴

　

平
成
21
年
7
月
に
国
史
跡
「
佐
渡
金
山

遺
跡
」
に
追
加
指
定
さ
れ
た
吹
上
海
岸
石

切
場
跡
は
、
相
川
市
街
地
の
北
、
下
相
川

地
内
の
海
岸
部
に
あ
り
、
主
に
鉱
山
用
石

磨
（
上
磨
）
と
す
る
た
め
の
石
を
切
り
出

し
た
石
切
場
で
す
。
海
岸
線
に
沿
っ
て
露

出
す
る
岩
場
に
は
、
矢
穴
（
く
さ
び
を
打

ち
込
む
穴
）
や
の
み
跡
な
ど
の
石
を
切
り
出

し
た
痕
跡
が
生
々
し
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

石
磨
は
鉱
石
を
砕
い
て
粉
に
す
る
た
め
の

必
需
品
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
大
量
に
製
作
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
遺
跡
は
、
鉱
山
生
産
シ
ス

テ
ム
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

明
治
時
代
以
降
、
鉱
山
の
近
代
化
に
伴
い

石
磨
は
使
わ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
鉱
山

集
落
の
あ
っ
た
上
相
川
遺
跡
や
相
川
市
街
地

の
石
垣
石
に
転
用
さ
れ
た
も
の
な
ど
、
相
川

で
は
現
在
も
た
く
さ
ん
の
石
磨
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

◆
市
役
所
世
界
遺
産
推
進
課

　
☎
63
―
５
１
３
６

い
し

う
す

や
あ
な

ト
キ 

野
生
復
帰
に
む
け
て

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て

65
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開校当初の校舎
～当時の新聞(昭和35.8.3 )～

創立50周年記念式典アトラクション
 (住吉うしお樽ばやし) 

合唱（西三川小）

お別れの言葉（笹川分校）

劇（小村小）

工夫を凝らした
アトラクション等の様子

大滝っ子太鼓（大滝小）

　

東
中
学
校
は
、
昭
和
35
年
４
月
に
旧

河
崎
中
学
校
と
旧
両
津
中
学
校(

湊
地
区)

が
統
合
さ
れ
、
新
し
く
「
両
津
市
立
東

中
学
校
」
と
し
て
開
校
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
16
年
の
市
町
村
合
併
に

よ
り
佐
渡
市
立
東
中
学
校
に
校
名
が
改

称
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度
、
半
世
紀
と

い
う
大
き
な
節
目
と
な
る
創
立
50
周
年

を
大
勢
の
ご
臨
席
を
い
た
だ
き
、
地
域

全
体
で
お
祝
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
卒
業
生
は
、
総
勢

5
1
5
7
名
に
達
し
、
地
元
両
津
を
は

じ
め
、
県

内
外
で
活

躍
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

白
砂
青

松
、
風
光

明
媚
な
砂

浜
に
建
つ

殿
堂
は
、

開
校
当
時
、

「
島
一
番

の
近
代
建
築
」
と
い
う
大
見
出
し
で
新
聞

に
掲
載
さ
れ
る
ほ
ど
モ
ダ
ン
な
校
舎
で
し

た
。

　

詩
人
佐
藤
春
夫
氏
作
詞
に
よ
る
校
歌
は
、

東
中
の
誇
り
で
あ
り
、
50
周
年
記
念
祝
賀

会
で
は
『
朝
日
子
昇
る
米
山
の
そ
の
両
津

市
に
天
そ
そ
り
・
・
・
日
出
づ
る
東
中
学

生
我
等
光
と
な
ら
ん
か
な
・
・
・
わ
が
ふ

る
さ
と
を
我
愛
す
』
を
参
加
者
全
員
で
意

気
高
ら
か
に
歌
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
「
燃
ゆ
る
東
中
」
を
合
言
葉
と

し
た
部
活
動
で
の
活
躍
や
実
績
は
、
広
く

県
下
に
名
を
と
ど
ろ
か
せ
て
き
ま
し
た
。

学
習
面
で
も
学
校
経
営
・
学
級
経
営
の
研

究
や
環
境
美
化
の
推
進
校
と
し
て
輝
か
し

い
足
跡
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
伝
統
や
校
風
は
、
こ
れ
ま

で
の
東
中
生
の
た
ゆ
ま
ざ
る
努
力
と
と
も

に
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
、

空
ビ
ン
回
収
等

で
惜
し
み
な
い

協
力
や
限
り
な

い
愛
情
を
注
い

で
く
だ
さ
る
保

護
者
や
地
域
と

学
校
が
一
体
と

な
っ
た
教
育
の

た
ま
も
の
で
す
。

◆
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　

☎
23
―
４
８
９
８

　

西
三
川
小
学
校
、
西
三
川
小
学
校
笹
川

分
校
、
大
滝
小
学
校
、
小
村
小
学
校
が
平

成
22
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
閉
校
す
る
に

あ
た
り
、
閉
校
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
の
温
か
な
ご
支
援
に
支

え
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
特
徴
あ
る

教
育
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

閉
校
式
で
は
、
在
校
生
に
よ
る
お
別
れ

の
こ
と
ば
や
校
旗
返
納
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

が
あ
り
、
児
童
た
ち
が
精
一
杯
発
表
す
る
姿

に
、
保
護
者
、
卒
業
生
、
地
域
の
方
々
も
母

校
を
し
の
ん
で
い
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
は
西
三
川
小
学
校
と
笹
川
分
校

は
真
野
小
学
校
と
、
大
滝
小
学
校
、
小
村
小

学
校
は
羽
茂
小
学
校
と
統
合
し
、
そ
れ
ぞ
れ

新
た
な
歴
史
を
刻
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

輝かしい　　
　　歴史に幕

～4校で閉校式 ～

お問い合わせ

教育委員会学校教育課

☎23-4898

題
字 

渡
邉
剛
忠

佐
渡
市
立
東
中
学
校
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こどもの読書週間

中央図書館 ☎63-2800

取組名 日　程 場　所 対　象
はじめましておはなし会

わくわくシール倍増週間

図書館クイズ

塗り絵チャンピオン大会

おすすめの本コーナー設置

イラスト大会

おはなし会

児童図書展示
(こどものとも創刊号から)

4／22(木)

4／23(金)～5／12（水）

4／23(金)～5／12（水）

5／12（水）まで

5／30(日)まで

4／23(金)～5／30(日) 

4／23(金)～5／30(日)

4／23(金)～5／12（水）

中央図書館

さわた・小木・両津・
真野図書館 

乳児その保護者

幼児～小学生

〃 

〃 

小学生～一般

幼児～小学生

市民一般 

幼児～一般 

4/24(土)・4/25(日)
5/1(土)・5/2(日)
午前10時～11時
午後2時～3時

1日図書館員募集

図書館の仕事をお手伝いして

くれる小学生を募集します。

ご希望の方は、もよりの図書

館へ申し込んでください。お

待ちしています。

中央図書館

全市立図書館

全市立図書館

小木図書館

真野図書館

さわた図書館

　

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
親
善
交
流
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
真
野
地
区
）

　

２
月
21
日
、
真
野
体
育
館
を
会
場
に
第
４

回
佐
渡
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
親
善
交
流
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
ラ

リ
ー
を
続
け
た
回
数
を
競
う
「
た
す
け
あ
い

ラ
リ
ー
戦
」
や
、
当
日
相
手
を
決
め
て
試
合

を
す
る
「
な
か
よ
し
ダ
ブ
ル
ス
戦
」
に
、
笑

顔
や
に
ぎ
や
か
な

会
話
と
で
い
い
汗

を
流
し
ま
し
た
。

　

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ

ス
は
誰
で
も
、
ど

こ
で
も
、
楽
し
く
、

手
軽
に
で
き
る
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

毎
週
、
水
・
日
曜

日
（
午
後
７
時
30
分
〜
午
後
９
時
30
分
）
真

野
体
育
館
で
練
習
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
運

動
不
足
で
お
悩
み
の
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
初
心
者
の
方
大
歓
迎
で
す
！

　

お
楽
し
み
シ
ア
タ
ー
（
両
津
地
区
）

　

情
操
教
育
の
一
環
と
し
て
「
お
楽
し
み
シ

ア
タ
ー
」
を
保
育
園
・
小
学
校
で
行
い
ま
し

た
。
保
育
園
で
は
紙
芝
居
や
昔
話
の
映
画
上

映
と
併
せ
、
お
な
じ
み
の
パ
ン
ダ
と
ウ
サ
ギ

（
着
ぐ
る
み
）
と
い
っ
し
ょ
に
元
気
な
ダ
ン

ス
で
子
ど
も
た
ち
は
笑
顔
い
っ
ぱ
い
。
今
回

は
特
別
に
、
新
潟
か
ら
ヴ
ォ
ー
カ
ル
＆
ピ
ア

ノ
の
ユ
ニ
ッ
ト
﹇
カ
シ
ス
﹈
が
両
津
吉
井
小

学
校
の
昼
休
み
時
間
に
ゲ
ス
ト
出
演
。
生
演

奏
を
披
露
し
、
最
後
に
国
体
テ
ー
マ
曲
「
ガ

ム
シ
ャ
ラ
な
風
に
な
れ
」
で
、
全
校
生
徒
と

一
緒
に
歌
っ
て
踊
り
交
流
を
深
め
た
一
日
で

し
た
。

「こどもたちにもっと本を！」
との願いから始まった子
ども読書週間。ぜひこの

機会にお子さんと一緒に本を読んでみてはいかがですか？
「こどもの読書週間」は、大人がこどもに本を手渡す週間でもあるのです。

■■■■■佐渡市立中央図書館･新潟大学附属図書館 相互協力「わたるくん」発足記念講演会■■■■■
講師：新潟大学附属図書館長 矢田俊文さま（人文学部教授）　 演題：「佐渡を調べる―文書・絵図―」

日時：４月18日(日) 午後２時～４時　　場所：佐渡島開発総合センター ２階

講演会はどなたでも参加できます。ぜひおいでください。 お問い合わせ：中央図書館 ☎63-2800

BOOKBOOKBOOKBOOK

図書館だより

社会教育課　☎27-4170
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楽しく健康づくり　　　3月6日

　「しまびと元気まつりin両津」が、両津総合体育

館で開催されました。「手をつなごう　健康づくり

の大きな輪と和」をテーマに、ヨガや体力測定など

の体験コーナーのほか、健康をテーマにした劇、試

食コーナーなどがあり、来場者は楽しみながら健康

への関心を高めていました。

　このイベントを主催した「しまびと元気応援団」は、

市の「健幸さど21計画」を推進する市民グループで、

一緒に活動する仲

間を募集していま

す。詳しくは市役

所市民生活課健康

推 進 室 （☎ 6 3 -

3115）までお気

軽にお問い合わせ

ください。 おいしい海の幸を堪能　　　3月14日

　佐渡産の海産物や、寿司、そばなどの出店が並んだ

「よってけ祭り」が、真野活性化センターいぶき21で

開催されました。旬のアンコウを使ったアンコウ汁や

唐揚げなどもあり、冬の味覚を求め、たくさんの来場

者で賑わいまし

た。また、アン

コウの解体ショ

ーが行われ、そ

の見事な手さば

きでイベントを

盛り上げていま

した。

税関って何をするところ？　　３月11日

　相川小学校で、東京税関新潟税関支署佐渡監視署職

員による「税関教室」が行われました。港や空港での

税関の仕事や、麻薬の恐ろしさと密輸防止に向けた税

関の取組み

などを紹介

する特別授

業に、参加

した5・6年

生は真剣に

聞き入って

いました。

ひなまつりで賑わう
　　　　　　3月1日～22日

　「佐渡國相川ひなまつり」と

「佐渡両津のおひなさまお宝め

ぐり」が開催され、民家や商

店に飾られたひな人形で町は華やぎました。

　関連イベントとして、お茶会や園児のおひなさま作

品展などが行われたほか、「相川のお寺めぐり涅槃図

展 」 で は

相 川 地 区

の 寺 院 が

所 蔵 す る

貴 重 な 涅

槃 図 が 公

開 さ れ ま

した。

日本料理を学ぼう　　　2月28日

　佐渡中央会館において、島内在住外国人を対象に

した「日本料理教室」が行われました。この料理教

室は、佐渡国際交流ネットワーク協議会の主催によ

るもので、外国からの在住者をはじめ日本語ボラン

ティアなど合計25名が参加しました。本間清美栄養

士の指導により、地産地消と健康推進をテーマとす

る佐渡の郷

土料理につ

いて学んだ

ほか、ゴミ

の分別方法

についての

確認作業な

どを行いま

した。

お問い合わせ　市役所環境対策課 ☎63－3113

山野草をみんなで守りましょう
　雪割草をはじめとする佐渡

の山野草は、見る人の心をな

ごませる貴重な資源です。

　この貴重な植物を大切に守

り、美しい佐渡の自然をいつ

までも残すために皆さんのご協力をお願いします。

－法律による規制―
自然公園法等で、自然に生息する植物の採取は規制
されています。

地 域 の 話 題 を 紹 介 し ま す
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佐
渡
市
で
は
、
心
身
に
障
が
い
の
あ
る
方

を
対
象
に
タ
ク
シ
ー
の
利
用
料
金
を
助
成
し

て
い
ま
す
。

　

対
象
者
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
１
級･

２
級
該
当
者
と
、
３
級
該
当
の
う
ち
下
肢
ま

た
は
体
幹
不
自
由
の
方
、
療
育
手
帳
（
知
的

障
が
い
者
）
「
Ａ
」
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方
で
す
。

　

利
用
券
は
、
年
間
一
人
一
冊
（
５
８
０
円

割
引
券
30
枚
入
）
が
交
付
さ
れ
、
市
の
委
託

を
受
け
た
佐
渡
市
と
新
潟
市
の
一
部
の
タ
ク

シ
ー
で
利
用
で
き
ま
す
。

　

利
用
券
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
身

体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
、
印
鑑
を

お
持
ち
に
な
り
、
最
寄
り
の
市
役
所
障
が
い

福
祉
担
当
窓
口
に
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
21
年
度
の
利
用
券
（
空
色
）

は
３
月
末
日
を
も
っ
て
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

引
続
き
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
平
成
22

年
度
の
利
用
券
（
肌
色
）
の
申
請
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ　

　

市
役
所
社
会
福
祉
課
（
障
が
い
福
祉
係
）

　

☎
63
―
５
１
１
３

「
ひ
き
こ
も
り
」
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因

に
よ
っ
て
就
学
や
就
労
な
ど
社
会
参
加
の
場

が
せ
ば
ま
り
、
自
宅
以
外
で
の
生
活
の
場
が

長
期
に
わ
た
っ
て
失
わ
れ
て
い
る
状
態
を
さ

し
ま
す
。
「
ひ
き
こ
も
り
」
で
悩
ん
で
お
ら

れ
る
ご
家
族
を
対
象
に
、
つ
ど
い
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
同
じ
く
悩
ん
で
い
る
ご
家
族
同

士
で
息
抜
き
を
し
ま
せ
ん
か
？ 

”
今
ま
で
と

は
ち
ょ
っ
と
違
う

“
工
夫
、
や
り
と
り
、
も

の
の
見
方
・
考
え
方
へ
の
ヒ
ン
ト
が
見
つ
か

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
話
を
お
聞
き
に
な
る

だ
け
で
も
結
構
で
す
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

　

５
月
９
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

会
場

　

金
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
小
会
議
室

参
加
費　

１
０
０
円

お
問
い
合
わ
せ

　

佐
渡
保
健
所

　

☎
74
―
３
４
０
７

　両津小学校内に設置していました佐渡
市立理科教育センターが、４月１日から
佐和田中学校隣（旧理科教育センター佐
和田分所）に移転しました。

佐渡市立理科教育センター
〒952-1325
佐渡市窪田60番地（佐和田中学校隣）
☎51－4649　　FAX 51－4650
メール　sadori@e-sadonet.tv

　多くの尊い命を救うため、献血にご
協力ください。
・21日（水）
　畑野母子健康センター
　　午前９時～10時
　畑野農村環境改善センター
　　午前11時～正午
・22日（木）
　赤泊総合文化会館
　　午前９時30分～11時
　内藤電誠工業㈱羽茂工場
　　午後１時～３時
・23日（金）
　佐渡島開発総合センター
　　午前９時30分～11時30分
　　午後０時40分～午後２時
お問い合わせ
　市役所市民生活課 健康推進室
　☎63―3115

佐渡市立理科教育センター
移転のお知らせ

４ 月 の 献 血

佐渡初公演！！

♪♪ 小杉真二ピアノリサイタル ♪♪

日　時：4月24日（土）開場 午後6時　開演 午後6時30分

会　場：アミューズメント佐渡

入場料：全席自由 ワンコイン（500円）を当日お持ち下さい。

～プログラム～ バッハ

　　　　　　　 モーツァルト

　　　　　　　 ベートーベン

〈問い合わせ先〉小杉真二ファンクラブ

　　　　　　　　TEL　025-372-5932　市嶋

主よ人の望みの喜びよ

きらきら星変奏曲K.265

エリーゼのために
ピアノソナタ第23番「熱情」他

有　

料　

広　

告

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

暮らしの情報

福　

祉　

健　

康

「
ひ
き
こ
も
り
の
家
族
の
つ
ど
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
お
知
ら
せ

心
身
障
が
い
者
の
方
へ

タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
を

　
　
　
　

助
成
し
て
い
ま
す
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　市内には、名勝指定地ならびに数多くの埋蔵
文化財包蔵地があります。指定区域内で、各種
建築、土木工事などの開発行為をする際は届
け出が必要となる場合があります。事前の計画
段階で教育委員会社会教育課までお問い合
わせください。名勝指定地および埋蔵文化財包
蔵地は、市ホームページで確認できます。
http://www.city.sado.niigata.jp/sadobunka/

お問い合わせ　教育委員会社会教育課
☎27－4170（文化財、名勝）
☎55－3990（埋蔵文化財）

　

専
門
医
（
精
神
科
医
）
に
よ
る
こ
こ
ろ
の

健
康
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
（
無
料
）
。
「
眠

れ
な
い
日
が
続
く
」
「
大
声
で
怒
る
こ
と
が

増
え
た
」
「
も
の
忘
れ
が
心
配
」「（
介
護
や

仕
事
な
ど
で
）
気
分
が
落
ち
込
み
、
疲
れ
が

と
れ
な
い
」
な
ど
、
心
に
関
す
る
お
悩
み
の

あ
る
方
、
ま
た
そ
の
ご
家
族
が
対
象
で
す
。

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月
17
日
（
月
）
午
後
２
時
〜
４
時

会
場　

金
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

受
付
人
数　

４
人
ま
で
（
要
予
約
）

申
込
締
切　

５
月
12
日
（
水
）

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

佐
渡
保
健
所　

☎
74
―
３
４
０
７

　

佐
渡
市
国
民
保
護
協
議
会
は
、
万
一
の
有

事
や
テ
ロ
な
ど
か
ら
市
民
の
生
命
、
財
産
な

ど
の
保
護
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
国
民
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事

項
に
つ
い
て
審
議
す
る
も
の
で
す
。
協
議
会

で
の
審
議
に
皆
さ
ん
の
意
見
を
よ
り
多
く
反

映
さ
せ
る
た
め
、
次
の
と
お
り
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

募
集
人
員　

１
名

応
募
資
格　

次
の
条
件
を
満
た
す
方

・
市
内
に
在
住
す
る
満
20
歳
以
上
（
平
成
22

年
４
月
１
日
現
在
）
の
方

・
本
市
の
職
員
お
よ
び
市
議
会
議
員
で
な
い
方

・
市
へ
納
付
す
る
税
、
使
用
料
に
滞
納
が
な

い
方

応
募
方
法　

応
募
用
紙
お
よ
び
小
論
文
（
テ

ー
マ
「
佐
渡
市
の
国
民
保
護
に
つ
い
て
」

８
０
０
字
以
内
）
を
持
参
ま
た
は
郵
送
に

よ
り
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は

市
役
所
総
務
課
、
各
支
所
市
民
課
・
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

※
提
出
さ
れ
た
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん

応
募
締
切　

４
月
30
日（
金
）当
日
消
印
有
効

選
考
方
法　

書
類
選
考
（
応
募
者
多
数
の
場

合
は
、
書
類
選
考
の
上
、
面
接
を
行
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
）

選
考
結
果　

応
募
者
に
は
選
考
結
果
を
通
知

し
ま
す
。

協
議
会
で
の
審
議
内
容　

国
民
保
護
計
画
ほ

か
、
佐
渡
市
の
国
民
保
護
の
た
め
の
措
置

に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て

委
員
の
任
期　

任
命
の
日
か
ら
２
年　
　
　

委
員
会
日
程　

年
数
回

委
員
の
報
酬
等　
（
日
額
）報
酬
５
３
０
０
円

　

／
費
用
弁
償　

実
費

応
募
・
お
問
い
合
わ
せ

　

佐
渡
市
役
所
総
務
課　

防
災
安
全
係

　

〒
９
５
２
―
１
２
９
２

　

佐
渡
市
千
種
２
３
２　

　

☎
63
―
３
１
１
１　

F
A
X
63
―
３
３
０
０

　

も
し
家
族
や
友
人
が
目
の
前
で
突
然
倒
れ

て
し
ま
っ
た
ら
、
あ
な
た
は
応
急
手
当
が
で

き
ま
す
か
？　

そ
の
た
め
に
必
要
な
ち
ょ
っ

と
し
た
知
識
と
技
術
を
、
ぜ
ひ
覚
え
て
く
だ

さ
い
。

　

佐
渡
市
消
防
本
部
で
は
、
心
臓
・
呼
吸
が

止
ま
っ
た
と
き
に
行
う
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ

Ｄ
と
い
う
機
械
を
使
っ
た
電
気
シ
ョ
ッ
ク
（
除

細
動
）
な
ど
に
つ
い
て
、
実
技
で
覚
え
て
い

た
だ
く
講
習
（
「
普
通
救
命
講
習
」
と
い
い

ま
す
）
を
毎
月
行
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
方

の
お
申
込
み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。　
　

【
４
月
の
講
習
】

日
時　

４
月
25
日
（
日
）
午
後
１
時
か
ら

場
所　

あ
い
か
わ
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

佐
渡
市
相
川
消
防
署
（
救
急
・
救
助
係
）

　

☎
74
―
３
１
２
４

◆
水
泳
教
室

　

児
童
水
泳
教
室
・
成
人
水
泳
教
室

受
講
料

　

１
期
７
５
０
０
円
〜
１
万
２
０
０
０
円

教
室
開
始　

４
月
20
日
か
ら

◆
科
学
的
健
康
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
教
室
①

教
室
日　

毎
週
木
曜
日
、
昼
の
部
・
夜
の
部
、

各
７
回

受
講
料　

３
０
０
０
円

教
室
開
始　

４
月
15
日
か
ら

※
申
込
受
付
は
午
前
９
時
〜
午
後
８
時
で
す
。

専
用
申
込
用
紙
に
ご
記
入
の
う
え
、
事
務

室
受
付
へ
受
講
料
を
添
え
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
各
教
室
と
も
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の

申
込
み
は
受
付
け
て
い
ま
せ
ん
。

※
施
設
使
用
料
が
別
途
必
要
で
す
。

■
施
設
の
ご
案
内　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
室
内
温
水
プ
ー
ル　

※
毎
週
月
曜
休
み

　

火
曜
〜
金
曜　

午
後
１
時
〜
８
時

　

土
曜　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
８
時

　

日
曜
・
祝
日　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

○
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
・
体
育
館

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
９
時
30
分

○
人
工
芝
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

　

午
前
８
時
30
分
〜

お願い 市内で建築・土木工事を予定
されている方へ

佐
渡
ス
ポ
ー
ツ
ハ
ウ
ス
教
室
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

募　

集

お
問
い
合
わ
せ

　

佐
渡
ス
ポ
ー
ツ
ハ
ウ
ス　

　

佐
渡
市
吉
岡
１
６
７
５
番
地

　

☎
55
―
２
５
６
６

福　

祉　

健　

康

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会

　
　
　
　
　
　

の
お
知
ら
せ

お　

知　

ら　

せ

佐
渡
市
国
民
保
護
協
議
会
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

募　

集

普
通
救
命
講
習
の
お
知
ら
せ
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　5月16日（日）に新潟市で「ライオンズクラブ国際協会

333複合地区第56回年次大会」が行われます。この大会には

新潟・群馬・茨城・栃木・千葉から約3000名が集まります。

当日会場前にテントを張り売店を出しますので、佐渡のPR

も兼ねて出店を希望される方を募集しています。

期　　日　5月16日（日）

会　　場　新潟テルサ（新潟市中央区鐘木）屋外

申込締切　4月26日（月）

※出店には若干の出店費用がかかります。希望多数の場合に

は抽選します。

お申し込み・お問い合わせ
　佐渡ライオンズクラブ事務局　☎57-2401 FAX57-2911

①排水設備助成金・・・現在使

用中の、くみ取り便所･単独処

理浄化槽･合併処理浄化槽のい

ずれでも供用開始から3年以内

に下水道等に接続する工事を行

うと、一戸あたり３万円を助成

する制度があります。なお、次

の「融資あっせんおよび利子補

給制度」との併用はできません。

②融資あっせんおよび利子補給
制度・・・供用開始から3年以

内に排水設備工事を行う方で、

融資あっせんおよび利子補給の

申請をし、融資あっせんの決定

を受けた方は、排水設備工事の

ための借入金の利子相当分を市

が補給する制度があります。借

入限度額は100万円です。

③自家用汚水ポンプ設備等設置
補助金制度

①～③の詳細は上下水道課にお

問い合わせください。

日時　4月18日（日）　

　　　午前11時～午後1時／午後8時～午後9時30分 

場所　金山遺跡北沢浮遊選鉱場跡広場（相川地区）

　　　雨天時：相川体育館

　今回、イベント会場が変わり、佐渡金山遺跡の北

沢浮遊選鉱場跡広場で行います。ここは日本初の金

銀鉱石浮遊選鉱場跡で、その規模は東洋一と言われ

ています。このほど北沢工場群跡の整備が完成し、

その記念を祝い、特別に許可をいただきました。イ

ベントは各種団体による芸能披露です。佐渡の郷土

芸能、さらに小編成ですが、「鼓童」も出演します。

会場には露店の出店もあります。ぜひ、お越しくだ

さい！

お問い合わせ　おけさ華の乱実行委員会 ☎74－2220

★ふれあいガイド（北沢コース約60分）無料
　受付時間　午前10時～午後2時

★お茶会（相川技能伝承館内）
　時間　午前10時～午後2時

★桜並木のライトアップ
　日時　4月10日（土）～18日(日)　

　　　　午後7時～午後9時30分　

　場所　佐渡金山第三駐車場周辺

　

平
成
22
年
３
月
31
日
か
ら
、
次
の
区
域
で

新
た
に
公
共
下
水
道
が
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
区
域
に
お
住
ま
い
の
方

は
、
く
み
取
り
便
所
は
３
年
以
内
に
水
洗
ト

イ
レ
に
、
台
所･

風
呂
等
の
生
活
排
水
は
遅

滞
な
く
、
公
共
下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い

し
ま
す
。 

(

公
共
下
水
道
に
接
続
す
る
と
浄

化
槽
は
必
要
が
な
く
な
り
ま
す) 　

下
水
道

へ
の
接
続
工
事
は
、
必
ず
佐
渡
市
指
定
の
排

水
設
備
工
事
業
者
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

両
津
処
理
区　

河
崎
（
岩
野
）
、
下
久
知
の

一
部
、
梅
津
（
馬
場
）
の
一
部
、
羽
吉
（
駒

坂
、
野
町
）
の
一
部
、
羽
吉
（
外
羽
黒
）
、

城
腰
（
神
子
沢
）
、
原
黒
の
一
部

相
川
処
理
区　

相
川
大
浦
の
一
部
、
相
川
鹿

伏
の
一
部
、
相
川
四
十
物
町
の
一
部
、
相

川
米
屋
町
の
一
部
、
相
川
下
京
町
の
一
部
、

相
川
中
京
町
の
一
部
、
相
川
味
噌
屋
町
の

一
部
、
相
川
八
百
屋
町
の
一
部

国
府
川
処
理
区　

窪
田
の
一
部
、
八
幡
の
一

部
、
泉
の
一
部
、
中
興
の
一
部
、
千
種
（
西

方
）
の
一
部
、
金
井
新
保
の
一
部
、
貝
塚

の
一
部
、
大
和
（
中
島
）
の
一
部
、
新
穂

武
井
の
一
部
、
新
穂
大
野
の
一
部
、
新
穂

青
木
の
一
部
、
宮
川
の
一
部
、
三
宮
の
一

部
、
飯
持
の
一
部
、
大
久
保
の
一
部
、
吉

岡
の
一
部
、
竹
田
の
一
部

羽
茂
処
理
区　

羽
茂
本
郷
の
一
部
、
羽
茂
大

橋
の
一
部

赤
泊
処
理
区　

徳
和
の
一
部

※
前
記
の
方
々
は
受
益
者
負
担
金･

分
担
金
の
賦

課
区
域
と
な
り
、
負
担
金･

分
担
金
を
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
農
業
集
落
排
水
事
業
】�

・
農
業
集
落
排
水
事
業
（
上
川
茂
の
一
部
、

下
川
茂
の
一
部
）

※
前
記
の
地
区
で
利
用
開
始
と
な
り
ま
す
。
こ
の

事
業
に
つ
い
て
も
、
公
共
下
水
道
と
同
じ
く

３
年
以
内
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

分
担
金
の
賦
課
区
域
と
な
り
、
分
担
金
を
納

め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
上
下
水
道
課　

☎
55
―
３
１
１
５

排水設備助成金・利子補給制度･
家庭用汚水ポンプ補助金制度の
お知らせ

片野尾歌舞伎
保存会定期公演

おけさ華の乱 入場無料

日時　４月18日（日）

　　　午前10時から

場所　片野尾ふるさと館

お問い合わせ　片野尾公民館　☎29－2194（後藤）

演目　「一谷嫩軍記 須磨浦の段」　

　　　「一谷嫩軍記 熊谷陣屋の場」

いちのたにふたばぐんき   すまのうら       だん

いちのたにふたば ぐんき    くまがいじんや         ば

出 店 募 集

第16回

公
共
下
水
道
が
利
用（
供
用
開
始
）

　
　
　
　

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
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佐
渡
市
長　
　

野
宏
一
郎

北
前
船
寄
港
地
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

３
月
21
日
、
小
木
地
区
の
あ
ゆ
す
会
館
で
第
６
回
北
前
船
寄

港
地
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
佐
渡
が
「
今
、
佐
渡
観
光
に
求
め
ら
れ

る
も
の
」
と
題
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
提
唱
者
で
あ
る
作
家
で
あ
り
、
酒
田
市
美
術
館
館
長
で

も
あ
る
石
川
好
氏
も
来
訪
し
、
前
政
権
で
の
国
土
交
通
省
大
臣

の
冬
柴
鉄
三
氏
や
佐
渡
フ
ァ
ン
で
知
ら
れ
、
ロ
シ
ア
の
日
本
領

事
（
つ
い
最
近
ま
で
新
潟
勤
務
）
の
ク
ラ
コ
ー
フ
・
ワ
シ
ー
リ

ー
氏
（
今
は
札
幌
領
事
館
）
な
ど
、
多
く
の
著
名
な
研
究
家
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
宿
根
木
で
白
山
丸
の
帆
上
げ
に
参
加
し
て
い
た
だ

い
て
、
午
後
か
ら
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
し
た
。
や
は
り
な
ん
と
い
っ

て
も
航
空
路
が
無
い
の
が
、
皆
さ
ん
の
一
様
に
指
摘
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
し
た
。
そ
の
後
の
天
気
模
様
で
船
の
便
が
怪
し
い
の

で
、
超
多
忙
の
パ
ネ
ラ
ー
の
方
々
は
船
の
揺
れ
を
心
配
し
な
が

ら
、
急
い
で
両
津
に
向
か
わ
れ
ま
し
た
。

佐渡市在住の方200名ご招待！
Jリーグディビジョン１ 第10節 第８回 産業振興フォーラム開催

　春一番が報じられたあとの、去る2月27日、

第8回産業振興フォーラムが東京原宿・表参道

の新潟館・ネスパス会議室で開催された。今回

は、老人福祉の分野で活躍されておられる経営

者をお迎えし、70名に及ぶ参加者が集い熱心な

討議が行われた。

　首都圏佐渡連合会 摩尼義晴会長の開会の挨

拶に始まり、初参加された甲斐元也副市長が“佐

渡市の状況”として、①佐渡島内高等学校卒業

生の就職内定率“日本一 94％” ②佐渡市将来

ビジョン ③一次産業の振興と他産業との連携 

④佐渡観光客誘致目標80万人 ⑤平成22年度ト

キ2回の放鳥&佐渡空港の見通し等、盛りたくさ

んの紹介をされた。

　基調講演として、有料老人ホーム大手26社に

入る株式会社ベストライフ社主 長井博實氏（旧

小木町出身）より「老人福祉とふるさと」と題

した講演が行われた。北海道から九州まで、全

国で100施設に及ぶ規模の企業経営方針の解説

が行われた。今年度以降、14施設を上回る拡大

計画が紹介された。また、ふるさと佐渡の産業

振興に積極的な提言がなされた。引き続き、佐

藤一郎福祉保健部高齢福祉課課長より佐渡市の

老人福祉および介護の現状と今後の計画につい

て解説された。第2部の質疑応答では、佐渡の

振興に対する活発な意見交換がなされた。これ

らの講演内容は、後

日「講演記録」とし

て発行され、佐渡市

立中央図書館に寄贈

される。皆様の閲覧

が期待される。

（文責：佐渡市東京事務所 榎谷端夫）

アルビレックス新潟 対 横浜Ｆ・マリノス

日　　時　5月5日(水･祝)　午後４時試合開始

会　　場　東北電力ビッグスワンスタジアム（Sスタンド２

層目自由席）※状況により他の座席をご案内する場

合があります

応募方法　往復ハガキの往信裏面に ①5月5日横浜戦 ②住所 

③氏名･年齢 ④電話番号 ⑤チケットの希望枚数（３

枚まで）⑥後援会資料請求（する･しない）を記載し、

返信用表面に返信先（ご自分）の住所・氏名をご記

入の上、あて先に送付してください。

　　　※往復ハガキは各自ご用意ください。

　　　※応募は、１世帯につき１通限り有効。

　　　　応募多数の場合は抽選。

応募期限　4月26日(月) 必着

受け渡し　ご招待の可否を返信用ハガキでお知らせします（4

月28日(水)頃の予定）。電話でのお問い合わせには

お答えできません。観戦当日は、返信ハガキをご持

参の上、スタジアム

の「アルビレックス

新潟後援会テント」

でチケットとお引換

えください。

あ て 先　〒950－0954

　　　新潟市中央区美咲町2

－1－10 アルビレッ

クス新潟後援会「試

合観戦ご招待」係

お問い合わせ　アルビレック

ス新潟後援会

　　　 ☎025-282-0011（國井）

オフィシャルホームページ
http://www.albirex.co.jp/

首都圏情報コーナー
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＊おわびと訂正　市報さど3月号の「戸籍の窓」に間違いがありました。うぶごえ：赤塚結月さん（真野）の名前のふりがなは、正しくは「ゆづき」さんでした。おわびして訂正します。

＊　戸　籍　の　窓　＊ 2.16～3.15届出

地  区  名 大  字  名

う  ぶ  ご  え

お  く  や  み

氏　　　　名 保護者 たんじょう日

地  区  名 大  字  名 氏　　　　名 年　　齢 ご  命  日

2.  3

2.14

2.19

2.20

2.27

2.27

2.10

2.25

2.  7

2.25

聡

向秀

拓也

正人

基斉

賢一

幹

勝実

剛

順一

両　津

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

相　川

　〃

佐和田

　〃

吾潟

椿

両津夷

上横山

上横山

赤玉

達者

高千

長木

河原田本町

（ゆずか）

（ゆうま）

（ももか）

（だいき）

（りゅうせい）

（あかり）

（れおん）

（はるひ）

（かいと）

（ゆうき）

渡　邉　柚　花

竹　田　悠　馬

計　良　百　花

甲　斐　大　稀

榎　　　隆　成

濱　　　朱　莉

坂　下　蓮　恩

石　塚　暖　陽

本　間　凱　斗

本　間　結　希

2.18

2.20

2.22

2.24

2.25

2.27

2.28

2.28

3.  2

3.  3

3.  6

3.  6

3.  8

3.10

3.10

3.11

3.12

3.12

3.13

3.13

3.13

3.14

3.15

2.18

2.19

2.20

2.25

3.  2

3.  3

3.  5

3.  5

3.10

3.10

3.11

3.12

2.24

2.25

74

78

74

101

84

81

74

69

90

81

84

81

83

90

68

72

91

56

84

84

86

96

67

89

92

77

94

93

97

85

91

90

78

97

83

90

72

両　津

　〃

　〃

　〃　

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃　

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃　

　〃

　〃

　〃

　〃

相　川

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

佐和田

　〃

春日

河崎

両津湊

下久知

加茂歌代

梅津

潟端

野浦

月布施

椎泊

羽吉

長江

梅津

両津福浦一丁目

歌見

上横山

両津福浦一丁目

旭

両尾

城腰

原黒

北松ヶ崎

上横山

北狄

石花

小野見

小川

北川内

石名

相川下戸町

入川

相川大浦

小川

相川一町目

達者

八幡町

沢根町

木　村　輝　一

池　　　チ　ヱ

北　　　　　肇

熊　谷　シ　ツ

久　住　ミ　ネ

市　橋　辰　典

池　野　二　作

後　藤　幸　雄

濱　田　スミヱ

宇佐美　マ　サ

竹　本　ナ　カ

齊　藤　キ　ヨ

磯　野　　　弘

岩　原　勇　吉

吉　田　信　子

石　瀬　佳　弘

岩　原　勇太郎

中　川　文　雄

中　濱　万亀雄

　　池　謙　介

宮　川　サ　ダ

菊　池　ミ　ツ

神　　　和　昭

斎　藤　竹　藏

井　上　チ　ヨ

大　谷　トモノ

小　杉　カ　ヅ

中　済　清　次

大　塚　ヤ　ス

山　本　壽　子

池　田　達　也

中　川　　　節

山　本　弘　明

児　玉　ト　ク

坂　下　ミサヲ

安　藤　鷹　男

岩　　　久　雄

3.  4

3.  5

3.  7

3.  9

3.15

2.22

2.24

2.27

3.  2

3.  3

3.  6

2.16

2.21

2.28

3.  3

3.10

3.15

2.15

2.16

2.18

2.22

2.26

3.  5

2.16

2.18

2.21

3.  9

2.17

3.  3

3.  9

3.10

3.12

2.15

3.  8

3.14

2.15

3.  2

3.12

65

84

88

94

77

94

70

75

95

59

86

96

86

84

85

95

89

91

76

92

89

91

76

83

79

102

62

76

86

71

99

84

76

88

80

78

92

83

佐和田

　〃

　〃

　〃

　〃

金　井

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

新　穂

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

畑　野

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

真　野

　〃

　〃

　〃

小　木

　〃

　〃

　〃

　〃

羽　茂

　〃

　〃

赤　泊

　〃

　〃

沢根炭屋町

八幡町

沢根炭屋町

八幡

河原田諏訪町

金井新保

中興

平清水

金井新保

泉

中興

新穂潟上

新穂長畝

新穂田野沢

新穂潟上

新穂武井

新穂田野沢

目黒町

畑野

宮川

宮川

寺田

松ヶ崎

国分寺

四日町

下黒山

豊田

小木町

深浦

宿根木

宿根木

江積

羽茂小泊

羽茂大橋

羽茂大石

莚場

徳和

赤泊

尾　畑　勝　子

渡　辺　源　二

中　川　定　次

松　塚　タケヲ

伊　藤　美津江

菊　池　モ　ト

近　藤　俊一郎

北　見　勝　　

児　玉　　　尚

川　上　國　男

木　村　春　巳

金　子　ヤ　ノ

野　　　ミドリ

古　山　百合子

中　山　孝　市

安　達　ミ　ヅ

清　水　辰　雄

生　田　フ　ミ

渡　部　　　尚

山　川　シヅエ

本　間　謙　治

本　間　ミ　ヨ

渡　部　美　　

　　林　千鶴子

田　畑　　　夫

藤　井　ト　ヨ

本　間　久　義

近　藤　悦　治

春　日　チ　ヨ

　　津　　　治

石　塚　ヒ　サ

佐　藤　　太郎

佐々木　道　春

中　川　政　一

藤　井　　　弘

澤　野　菊　子

　　池　チハル

海老名　音次郎

2.20

2.22

3.  2

2.  9

2.18

2.26

2.  5

2.15

3.  5

3.  4

3.  6

2.20

孝

久信

勝義

隆弘

昌志

和博

正隆

潤一

真一

大輔

秀生

朋哉

金　井

　〃

　〃

新　穂

　〃

畑　野

真　野

小　木

　〃

羽　茂

　〃

赤　泊

中興

大和

千種

上新穂

新穂青木

畑野

西三川

小木木野浦

小木町

羽茂大橋

羽茂小泊

下川茂

（たける）

（ももか）

（さら）

（はな）

（りお）

（だいち）

（いぶき）

（あいる）

（まな）

（るな）

（ゆずき）

（ひなと）

浅　田　丈　瑠

加　藤　桃　香

関　根　さ　ら

神　田　花　菜

斉　藤　里　緒

本　間　大　智

津　田　息　吹

榊　原　愛　琉

　　山　真　奈

中　川　瑠　菜

池　田　柚　紀

池　　　陽　叶

※保護者やご遺族の承諾を得て掲載しています。（敬称略）

2/14
届出
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メール、FAX、ハガキに、お名前と相談内容を書いて
お送りください。(お名前はペンネームでもかまいません)
※なお、電話での受付は行いません。ご了承ください。
・メール  help@city.sado.niigata.jp
・ＦＡＸ  51-2040
・ハガキ  〒952-0318 佐渡市真野新町489番地
　　　　　 ＣＮＳテレビ「助けてドクター!」係 まで
お問い合わせ　市役所情報センター室　☎51－2030

佐渡市メール配信サービス実施中
＊＊配信情報＊＊
　火災（建物のみ）
　防災・防犯
　通行止め
　観光イベント情報
アドレス sado@psmail.jp

■発行・編集　佐渡市役所 総務課広報広聴係　佐渡市千種232番地　　　　■発行日　平成22年4月10日
　TEL0259（63）3111・FAX0259（63）3300　　ホームページアドレス http://www.city.sado.ni igata.jp

市の面積　855.30㎢（平成21年10月1日）　市の海岸線279.6km（平成20年3月31日）

行政の動きや島内各地の身近な話題を紹介します。
◇チャンネル
  アナログ放送：12ch(小木・羽茂・赤泊地区9ch)
  デジタル放送：112ch 
◇毎週月～金曜日　17:00から放送
   【再放送】19:30～、21:00～、22:00～、23:00～、翌日6:30～
　※番組表は各支所・公民館・温泉施設等に置いてあります。

◆市役所情報センター室　☎51-2030

市
の
魚　

ブ
リ

市
の
鳥　

ト
キ

市
の
木　

ア
テ
ビ

市
の
花　

カ
ン
ゾ
ウ

乗用車航送運賃・ジェットフォイル乗用車航送運賃・ジェットフォイル

期間　《土・日・祝日出発限定》
4月3日(土)～4月25日(日)
5月8日(土)～8月1日(日)
運賃　　
　乗用車１台往復（燃料油価格変動調整金を含む）

期間　《土・日・祝日出発限定》
4月3日(土)～4月25日(日)
5月8日(土)～8月1日(日)
運賃　　

期間　《土・日・祝日出発限定》
4月3日(土)～4月25日(日)
5月8日(土)～8月1日(日)
運賃　　
　乗用車１台往復（燃料油価格変動調整金を含む）
　両津～新潟航路　　２万800円
　小木～直江津航路　１万7,500円
　※運転者、同乗者の旅客運賃が別途必要
主な適用条件
①往路乗船日が割引期間内の土・日・祝日で、乗用車（車両
の長さが６ｍ未満のものに限る）が往復または回遊する
場合（復路は往路乗船日を含め10日以内）に適用します。
②割引対象は乗用車のみとなります。（貨物車・バイクは対
象外）
③乗船券購入後、乗船日の変更により適用条件に該当しな
くなった場合は、普通往復運賃との差額をいただきます。
④往路券使用後の復路券の払い戻しはできません。

期間　《土・日・祝日出発限定》
4月3日(土)～4月25日(日)
5月8日(土)～8月1日(日)
運賃　　
　大人　片道4,440円　往復8,880円
　小児　片道2,220円　往復4,440円
　※いずれも燃料油価格変動調整金を含む
主な適用条件
①《片道ジェットフォイル利用の場合》
搭乗日が割引期間内の土・日・祝日の場合に片道運賃を
適用します。
②《往復ジェットフォイル利用の場合》
往路搭乗日が割引期間内の土・日・祝日で、復路ジェット
フォイル（復路は往路搭乗日を含め５日以内）を利用す
る場合に往復運賃を適用します。
③搭乗券購入後、搭乗日の変更により適用条件に該当し
なくなった場合は、該当運賃との差額をいただきます。

４月から８月の土・日・祝日に出発する乗用車往復航送運賃とジェットフォイル運賃の特別割引を実施します。「島発」
「本土発」のどちらでもご利用いただけます。なお、小木直江津航路の割引については、新潟県・上越市・佐渡市が運
賃の一部を支援しています。いずれの割引も事前の予約が必要です。（空きがあれば当日でも割引が適用されます。）
お問い合わせ・ご予約は　佐渡汽船㈱両津総合案内所　☎27－5614（午前8時～午後6時）

４月から８月の土・日・祝日に出発する乗用車往復航送運賃とジェットフォイル運賃の特別割引を実施します。「島発」
「本土発」のどちらでもご利用いただけます。なお、小木直江津航路の割引については、新潟県・上越市・佐渡市が運
賃の一部を支援しています。いずれの割引も事前の予約が必要です。（空きがあれば当日でも割引が適用されます。）
お問い合わせ・ご予約は　佐渡汽船㈱両津総合案内所　☎27－5614（午前8時～午後6時）

佐渡市ケーブルテレビ

CNSニュース
佐渡市ケーブルテレビ

CNSニュース

CNSテレビ新番組 4月スタート！CNSテレビ新番組 4月スタート！
『 助けてドクター！ 』

～　毎月 第1・第3金曜日 放送　～

両津病院の岩谷小児科医と佐渡総合病院の岡崎
小児科医が、みなさんからの育児に関するお悩
みを解決します。子どもの病気や子育てに関す
ることなど、どんな内容でもかまいません！
お気軽に投稿くださいね☆

投 稿 方 法

乗用車往復運賃特別割引 ジェットフォイル運賃特別割引

特別割引実施中！ 市役所交通政策課
☎63-3184

お問い合わせ  市役所地域振興課
　（情報政策係）☎63-4152
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